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し
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.
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め
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の
形
態
-

^
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れ
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彼

の愛
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再
び
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.十
八
世
紀
に
於
け
るV

>

均
し
{
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學
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學
說
の
全
發
肢
の
萠
郑
を
典
裡
に
藏
し
て
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を

對

す

る
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擊
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相
放
ん
で
恩
辨
的
形
而
上
學
及
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總
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っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
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の
形
而
上
學
に
對
す
る
攻
擊
が
漉
き
起
さ
れ
た
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典
處
亡
吾
入
常
面
の
如
題
は
就
中
道
個
時
代
の
著
作
觀
念
論
的

&1

辨
的
方
法
に
依
て
、『

世
界
を
そ
の
奧
の 

を
迤
礎
と
じ
て
_マ
ル
ク
，ス
の
見
解
を
系
統
的
に
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述
す
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奧
で
統
べ
て
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る
も
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總
て
の
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蹉
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。
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批
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.依
て
人
問
が
自
己
の
周
岡
並
に
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己
の
眞
K
 

の
太
陽
の
周
園
を
廻
る
や
ぅ
に
仕
向
け
る
。
か
ぐ
で
眞 

:

理
の
彼
岸
•か
消
滅
し
て
し
ま
つ
れ
今
日
"
其
任
務
ど
す 

る
處
は
此
岸
の
眞
理
を
設
足
す
る
こ
と
に
存
す
る
o 

0 

I
:

像
の
假
而
が
人
間
の
自
己
離
隔
か
ら
剝
落
せ
ら
れ
し
以 

I 

:

上
、
哲
學
の
任
務
ざ
：す
る
所
は
、
不
敢
取
、
神
聖
な
ら
'
 

;

ざ
る
形
態
の
自
己
離
隔
の
假
而
を
も
亦
剝
落
せ
し
む
る 

.，事
で
あ
る
。
か
く
て
天
上
の
：批
判
は
地
上
の
-E

判 

敎
の
批
判
は
法
#

の
批
刹
に
、
神
學
の
批
判
は
政
治
の 

枇
刺
に
變
つ
て
来
る
。
：
;•

.

マ
ル
ク
ス
は

.
這
個
批
判
：の
：原
理
を
彼
自
ら『

眞
i-
E

の 

―—

A

本
主
義』

.

S

呼
ん
だ
ナ
個
の
.世
界
H

の
見
地
か
ら
提 

I
1:'

供
し
允
。
此

の

！̂
眞
'I
E

.
の
人
本
主
義』

は
總
て
の
人
間 

.
の
生
活
狀
態
：の
：內
的
關
係
か
ら
出
發
す
る
。

マ
ル
ク
ス 

は
謂
ふ
、
0

學
は
.琅
存
狀
態
の
杣
象
的
表
現
で
あ
る
e 

.
の
，見
解
は
本
を
尋
ぬ
れ
ば
ス
ォ
ィ
ユ
ル
べ
，
ハ
の
懷
抱 

せ
し
.所
の
も
の
で
ぁ
る
'
。.
彼
は
哲
學
を
1

辨
的
、
：神
秘

的
經
驗
論
ヒ
名
付
け
且
つ

之
を
證
明
し
た
の
で
あ
る
o

に
就
い
て
の
.幻
想
を
廢
止
せ
ん
ビ
の
要
求
は
、
斯
る
幻 

被

は
li

t

事
胃
か
ら
哲
學
は
思
辨
の
天
國
か
ら
人
間
の
不
想
を
必
要
さ

す
ろ狀
態
を
廢
lb
せ
んV」

の
®
.求
U

の
で 

幸
の
奥
底
に
下
降
し
な
け
れ
：ば
な
ら
ぬ
と
結
論
し
た

.

あ
る
.？
か
く
て
神
學
的
問
題
は
現
«

g
問
題
に
變
は
る
。
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マ
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解
に
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に.

邇
來
久
し
く
歷
史
の
鮮
釋
は
迷
信
の
裡
に
觉
め
ら
れ
て 

數
步
を
進
め
て
"

人
類
相
互
の
總
て
.の
生
活
表
現
の
綜
::
:
'
:
j
:
ゐ
れ
の
で
S

 

•か
、
.
吾
人
は
迷
信
の
解
釋
を
歴
史
の
a
 

I
合
的
關
係
を
認
め
4

。

彼
に
，依

れ

ば

宗

敎

的

不

幸

は

現
;I::

に
覓
め
んV

J

す
る
の
で
あ
る
。

.

實
的
：不
幸
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
デ
何
ヒ
な
れ
ば
人
間
は
：

:;
'
.
人
若
し
猶
太
の
镇
敎
並
に
國
民
を
眞
實
に
理
解
せ
ん 

换
し
.
て
«

界
の
外
に
蹲
り
.
て
；ゐ
る
抽
象
的
本
質
で
は

:.
^

す
る
な
ら
ば
又
之
だ
同
1

の
方
法
に
依
て
理
解
せ
ら 

な
い
。
人
間
"

そ
れ
：は
人
間
の
世
界
.で
'
あ
り
、
國
家
で
+

る
可
き
で
あ
る
^

猶
太
主
義
^

歷
史
を
通
じ
て
、
歴
史 

:

あ
ぅ
、
社
會
で
あ
る
。
施
國
家
，
此
社
會
.が
宗
敎
を
、

,€

共
に
、
歴
史
の
裡
に
、
保
持
せ
ら
れ
且
つ
其
發
M

を

即

ち

類

倒

せ

る

世

界

意

_
を

造

0
出

す

0
::
:;何

ど

な

れ

ば

一

遂

げ

た

に

し

て

も

而

も

此

發

M
は

商

業
的
及
び
エ
業
的

_ 
, 

.. ..

 

: 

:
 

. 

. 

. 
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.:

■

之
等
の
も
の
は
一
個
の
願
倒
し
た
世
界
な
の
で
あ
る
か
一
赞
踐
の
裡
に
の
み
見
出
3

る
可
き
で
あ
る
と
云
ふ
事
を 

■

ら
:;
0

宗
敎
は
人
間
本
質
の
空
想
的
實
現
で
あ
.
る
。
.
何

と
,-
:看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
吾
人
は
現
今
の 

な
れ
ば
人
間
本
質
は
決
し
て
眞
實
の
實
在
を
持
た
な
い
猶
太
.人
の
存
在
を
其
宗
敎
I

此
宗
敎
は
別
’
個
の
、
其 

か
ら
。
宗
敎
は
民
衆
の
呵
片
な
の
で
あ
る
。
民
衆
の
幻

：
自
ら
に
砍
て
存
在
す
る
本
質
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が 

想
的
幸
福
ど
し
て
の
结
敎
を
廢
lh

す
る
こ
ビ
は
彼
の
眞
I

か
ら
說
.明
す

可

き

で

は

な

^
.
、

寧

ろ

猶

太

敎

の

强 

實
の
幸
'福

を

爲

め

る

所

狄

^

©

で

办

る:;
0
民

衆

の

狀

態

'

:.
;
靱

な

る

坐

存
5:

、

這
個
：の
宗
敎
.の
裡
に
其
空
想
的
反
映

:
:
_
4
-
.
tl
#

(

a
.
.六
三
.ン

■

マ
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社
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趄
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シ
ユ
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しi
 

ぐ
身
ノ
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>y

ク
ス
社
僉
舉
說
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趄
源
並
|:

之
|0
^

す
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へ
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ゲ
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®
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.
 

S
プ
四)

す

ェ
-

2

\
ス
，
シ
ユ
タ—

ン
及
び
フ
ゃ
ー
ド
ン
-
の
*影
饗 

驾

•级

ノ

を
把
出
す
所
の
、
ブ
ル
.
、炎>

 

ヮ
社
會
の
實
踐
的
耍
素
炉
:

R

過
ぎ
^

S
?

そ
れ
•
.故

に
n

ヶ
ル
ば
經
驗
的
、
通
俗 

ら
說
明
し
な
け
れ
,

な
|

い
。
 

的
滕
史
の
：內
部
に
於
い
て
-.
>

思
辨
的
、
'秘
敎
的
歷
史
を 

.

洵
於
歴
史
の
推
進
力
.は
斯
の
如
き
實
踐
的
要
素
の
裡
.，
先
行
さ
せ
る
。へ
炉
く
て
人
類
の
歴
史
は
人
類
の
袖
象
的 

に
こ
:̂
^

め
ら
る
可
き
で
ぁ
つ
て
、
柚
象
的
a

念 
>

思

」

-
從
づ
て
現
實
的
人
間
の
彼
岸
な
る
い
精
神
の
雇
史
に
變 

辨
的
思
想
の
補
に
觉
め
_

^
る
可
き
で
は
：な
い
"

殊
に
へ
一
は
る
C 

:

.

1

ゲ
ル
の
歴
史
舰——

：そ
の
，中
に
獨
逸
の
歴
史
哲
學
は
：

j

然
も
乍
ら
此
見
解
は
.旣
に
フ
オ
ィ

H

て
ハ
ッ
ハ
に
依
て 

興
锻
闽
な
る
、
充
實
せ
る
"

最
後
の
槪
栝
を
見
出
し
たj

根
據
な
き
も
の
S

し
て
論
®

さ
れ
た
。
彼
に
依
つ
て
古 

の
で
ゎ
る—

は
维
竟
、
情
神
ビ
物
質
、:
神
ビ
現
®
、

\

.

臭
い
廢
物
の
代
b

に
、
人
間
が
置
か
れ
、
人
間
が
、
本 

e

の
對
立
に
：關
す
る
基
督
敎
的
;•

獨
逸
的
：
敎
義
の
思

\

質

w

し
て
、
、.總
て
の
人
間
的
活
動
並
人
間
的
狀
態
の
*
 

辨
的
表
現
に
外
な
ら
な
い
，。
此

對

立

は

則
ち
歷
史
の
內
.
礎

V」

し
て
認
識
せ
ら
る
る
に
到
つ
た
。

フ
ォ
ィ
エ
y
パ
グ 

部
に
於
い
て
、’
人
間
世
界
興
者
の
內
部
に
於
：

S
.

て
、
活

、ノ

の
天
才
的
說
明
に
據
れ
ば
，
歴
史
は
何
物
を
も
營
ま
.
 

動
傲
精
神
ど
し
て
の
少
數
の
選
は
れ
た
る
個
人
の
、
無
二
'

な
い
、

一
切
を
行
爲
し
"

所
有
し
"
爭
ふ
も
の
は
寧
ろ 

精
神
の)

民
衆
、
素
材
S

し
て
，の
殘
餘
の
人
類
に
：對
す
る
一
人
間
、
現
實
的
の
生
き
た
人
間
で
ぁ
る
'9

滕
史

——

そ 

對
立
ど
な
つ
て
現
は
れ
る
に
到
る
。

へ
ー
グ
.
ル
の
歷
史
れ
は
稍
*
も
す
れ
ば
一
個
の
獨
立
せ
る
人
格
で
ぁ
る
か 

,

觀
は
一
個
の
抽
象
的
若
ぐ
は
鉋
對
的
精
神
を
前
痺
ビ
す
.:
:
の
如
ぐ
甩
は
a

て
ゐ
る
.が—

の
目
的
を
成
就
す
る
手 

る
。
而
も
此
精
#

の
：發
肢
の
趨
く
、
所
人
類
は
這
個
の
精
段
ビ
し
て
入
間
を
用
ふ
る
も
の
は
、歷
史
1?

は
な
い
、
膝 

紳
を
無
意
猶
的
に
若
は
意
識
的
に
擔
へ
る
一
個
の
集
_

史

、

を
れ
は
自
己
の
&

的
を
追
及
す
る
人
.間
の
^
^
.
に
>

!

外

な

ら

な

い

。

掩

賓

す

れ

ば

現

漬

的

^

間

の

活

動

は

人
 

,僩

的

個

々

人

の

集

刚

の

活

動

に

外

な

ら

な

い

の

で

あ

% :
o
 

:

茲

に

マ
>

ク

ス

の

體

系

の

出

發

»

が

與

ぇ

ら

れ

て

ゐ
 

る

: >
彼

の

膝

史

觀

は，一
個
の嚴
密

な

る
®:
#

®!

?

原

則 

ど

し

て

排

很

人

主
«

的

、

排

英
M

的

、
；
排

刺

學

的

歷

史
 

觀

で

あ

る

。

而

し

て

此
«

史
«

は
^

の

如

袅

命

題

を
^

 

入

す

々

事

に

依

て

、

：

|

«

的

社

會

的

歷

史

觀

ょ

レ

，嚴

密
 

な

る

唯

物

主

義

的

歷

史

觀

に

到

達

す

る

。

其

命

題

ビ

は 

即

ち

、

人
®

し

歷

史

的

實

在

め

認

識

に

到

達

せ

ん

w

欲 

せ

ば

、

歷

史
S

自

然

科

學

及

，び

產

業

と

を

分

離

し

て

は
 

な

ら

な

い

。

何
S

な

れ

ば

歷

圯

の

生

誕

地

は

•天

上

の

澱 

糊

れ

る

雲

霧

の

裡

に

見

出

さ

る

可

き

も

の

で

は

な

く

地
 

.

土

の

組

断

な

る

物

質

的

生

產

の

裡

に

の

み

晃

出

さ

る

可

，
 

3

毛

の

で

あ

る

。
’
.

從

て

菩

人

は

例

之
"

I

時

代

の

產

業 

,生

活

の

直

接

生

產

方

法

其
^

を

認

識

す

る

事

無

ぐ

し

て
 

常

該

時

代

を

認

識

す

る
¥

は

出

來

な

い

。

そ

れ

故

に
«
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オ
イ
土
ル
パ
-
ソ
バ
，

シ

十

タ

ィ
ジ
及
ぴ
，ブ

ル

1

ド
シ
の
影
鄉

て
の
時
代
の
主
耍
問
題
は
產
.業
の
、〗

般
富
の
世
麂
の
、 

政
治
的
世
界
に
對
す
る
關
係
"で
あ
る
か
く
て
近
世
國 

家
の
自
然
的
甚
礎
は
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
社
會
で
あ
.

c
s

且
ブ
ル 

ジ
ョ
ソ
»

會
の
人
間
、
即
ち
私
利
の
鈕
帶
並
に
自
覺
な 

き
自
然
的
必
然
の
紐
帶
に
依
て
他
の
人
間
e

關
聯
せ
る 

獨
立
の
人
間
で
あ
る
。
近
世
國
家
は
又
、
人
權〈
人
格 

及
び
財
產
の
自
由
、營
業
及
び
宗
敎
の
自
由)

の
保
證
に 

依
て
刹
己
的
、
ブ
ル
ジ
ョ
フ
的
個
人
の
奔
放
な
る
活
動 

を
最
高
の
t
t會
原
則
ど
認
め
る
事
に
侬
て
這
個
の
自
然 

的
，某

礎

を

承

認

し

た

。

.
近
世
國
家
は
自
己
の
發
M

に
依 

て
*
來
の
政
治
的
紐
帶
を
踏
越
え
た
ブ
ル
ジ
ョ
ソ
社
龠 

.の
所
產
で
あ
る
f

共
に
、
又
、
人
權
の
宣
言
に
依
て
自 

己
の
生
誕
地
並
に
寒
礎
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

人

類

の

生

活

表

現

の

，經

濟

關

係

：に

對

す

る

依

存
®

 

は

總

ゆ

る

方

面

に

於

い

て

之

を

認

め

る

事

が

出

來

る

。 

斯

く

も

理

想

主

義

的

-

看

做

さ

れ

て

ゐ

る

古

代

に

於

て
 

す

ら

も

旣

に

各

國

民

は

悉

く

物
®
?

的

關

係

及

び

諸

般

の

:

第

三

號
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利
害(

例
之
各
種
族
相
a
の
反
目
敵
視
等)

に
依
つ
て
結 

柬
せ
ら
れ
し
が
故
に
、
各
國
民
は
、
.生
產
力
の
缺
如
の 

た
め
に
或
は
奴
隸
或
ひ
は
奴
隸
を
所
有
し
な
け

. 

れ
ば
な
ら
な
か
つ
れ
。
か
く
て
一
國
民
に
隸
屬
す
る
こ 

ド
-は
最
大
め
利
®
關
係
の
存
す
を
己
ヒ
で
ぁ
つ
.た
。
近
.
一
 

ま
に
於
い
：て
も

、
自
由
®
串
敗
に
世
界
商
業
は
.ブ
〃
ジ
ョ
ー 

ッ
の
備
善
的
世
界
主
義
及
び
人
間
の
槪
念
を
造
り
出
し
’：、
 

穴
。
人
間
は
宗
敎
に
於
て
彼
等
の
經
驗
世
界
を
、
未

知j 

な
る
、
®
に
患
考
せ
ら
れ
、舰
念
せ
：̂
れ
た
世
界
に
化
す
一 

る
0
此
事
實
ば
#
來
の
^
生
產
跄
に
交
^
ガ
碎
か
ら
齔.

：
 

明
す
る
事
が
出
來
る

。：
■

人
若
し̂

^

の
本
質
を
確
足 

せ
ん
本
欲
せ
ば
、
即
ち
此
0
^
實
在
0
物
質
的
茈
礎
を 

確
定
せ
ん
艺
欲
せ
ば
、
IC
K
 
く
之
を
宗
敎
的
發
股
の
各\ 

段
階
に
先
在
す
る
肚
界
の
裡
に
：党
む
可
さ
で
ぁ
る
。
加 

泛
各
時
代
の
言
語
は
、
®

#

的

經

濟:*
に

對

す

る

關

係
 

ぼ
據
つ
て
初
め
て
合
0
的
に
之
を
研
究
す
る
事
が
出
來 

る
。
斯
く
て
近
»
的
言
語
其
者
は
有
產
階
級
の
.
一
所
產

第
三
號
' 

1

芄
〇

で
t

、
.從
て
言
語
の
上
か
，ら
見
て
も
商
人
の
諸
般
の 

關
係
は
、
他
の
總
て
の
關
係
の
菡
礎
た
る
に
到
つ
ft

の 

で
あ
る
。
•
• 

丨

斯
の
如
く
マ
ル
ク
ス
は
、
歷
史
を
唯
物
主
義
的
見
地 

か
ら
、
然
り
嚴
密
に
言
ベ
ば
經
濟
的
見
地
か
ら
觀
察
し 

た
。
而
し
て
彼
は
經
濟
的
莪
礎
：を
'主
眼
に
置
い
て
近
代 

的
世
界
の
諸
現
象
^

確
固
れ
る
批
判
を
下
し
た
。

ャ
火
ク
ス
所
爲
ら
く
、
現
實
的
の
產
業
は
ギ
ル
ド
及 

び
同
業
組
合
の
廢
北
せ
ら
れ
て
後
始
つ
た
。
恰
も
土
地 

所
有
の一

般
的
運
励
が
土
地
の
自
由
分
割
並
に
自
由
讓 

渡
に
於
け
る
特
權
的
土
地
所
有
の
廢
止
ビ
共
に
.始
ま 

り
、
.，且
商
業
が
商
業
上
の
特
權
の
廢
Jl
:

s
典
に
實
現
せ 

ら
れ
れ
樣
に
。近
世
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
社
會
も
亦
特
權
に
侬
て 

尙
政
治
的
に
結
合
せ
ら
れ
た
生
活
製
素
の
解
放
じ
依 

て
發
達
し
た
。

商
工
業
の
自
由
.が
特
.權
的
獨
立
並
に 

特
權
的
獨
立
相
互
間
の
鬪
爭
を
廢
Jh
し
之
に
代
ふ
る
じ 

特
權
-—

1

般
的
全
體
か
ら
除
外
せ
ら
れ
た
が
而
も
少

擻
の
排
他
的
全
體
に
結
合
，せ
ら
れ
て
ゐ
る
I

か
ら
解 

放
.せ
ら
れ
、
.最
早|

般
，：

g

紐
帶
の
外
觀
に
依
て
他
の
人 

間
ど
結
合
し
な
い
人
間
を
以
て
し
、
か
く
て
人
間
對
人 

間
のr

般
的
鬪
爭
を
#
ら
せ
し
如
ぐ
に
、
全
ブ
^
ジ
ョ 

ヮ
社
會
：は
寧
/>
個
性
に
.侬
で
相
^
に
排
他
的
な
る
總
て
一 

0
個
入
相
互
の
闘
#
で
.あ
>
、
：而
し
で
特
權
の
.糨
純
か
| 

ら
解
放
さ
れ
た
諸
般
の
木
興
的
作
活
力
の
不
概
蔣
放
な\ 

る
運
動
で
办
る
。
各
人
は
皆
、
他
人
に
殿
害
を
與
え
ざ| 

る
總
て
の
事
を
爲
し
且
つ
@,
0 ;
の
權
利
を
有
す
る
。
他

j 

人
に
®
害
を
加
ふ
る
^
な
く
し
て
各
人
の
行
動
し
得
る 

筛
：園
は
，"
.恰
もi

1

個
の
耕
.地
の
：境
界
が
桓
找
U
依
て
決j 

Mr
せ
ら
れ
る
樣
に
、
：法
律
に
侬
て
规
定
せ
ら
れ
て
ゐ
.j 

る
。
是
に
於
て
問
題
i
な
る
も
の
は
、
孤
立
的
な
る
、
自
一 

己
に
還
元
せ
ら
れ
.た
原
子
せ
し
て
の
人
間
の
0
由
で
あ 

る
°
此
個
人
的
自
由
及
び
其
利
用
1
私
有
財
產
權
ど
し
::
:
: 

て
現
は
れ
る
自
利
の
.權
利
是
等
の
も
の
こ
そ
は
ブ 

ル
フ
、シ
ヨ
ソ
«
會
.：の
甚
.礎
?:
'
形
成
す
る
も
0
で
ぁ
る
。

,
言
ふ
迄
も
無
く
ズ
.
V
ジ
〒
ソ
社
會
の
成
員
は
祺
實
上
、 

決
し
て
原
子
，で
は
な
い
。
原
壬
の
.
固

，布

の

特

徴

は

何

等
 

の
特
質
を
有
せ
.ざ
る
*
.、
從
：つ
て
自
分
以
外
の
他
の
實
’ 

在
に
：對
し
、
自
分
自
身
の
.自
然
的
：必
然
性
に
依
て
«

# 

付
け
ら
れ
た
關
係
を
持
れ
な
い
、
S
云
ふ
事
に
存
す
る
。
 

原
子
は
欲
踅
を
有
し
な
：い
、
自
ら
滿
足
し
て
ゐ
る
、
被
：
 

以
外
の
世
界
は
.絕
對
的
虛
無
、
W.
ち
內
容
な
く
、
感
覺 

な
く
、
價
値
a
き
も
の
で
あ
る
。
何
S
な
れ
ば
原
子
は 

典
自
體
の
中
に
一
切
を
藏
し
て
‘ゐ
る
か
ら
。
之
に
反
し
：
 

て
ブ
ダ
ジ
ョ
ッ
社
會
己
的
個
入
ば
其
の
超
絕
的
な 

る
表
象
並
に
生
命
な
き
袖
象
の
裡
に
於
い
て
は
、
原
子 

た
る
こ
ど
を
、
即
ち
*
立
的
な
、
.自
足
的
な
、
無
欲
鐵 

の
絕
對
的
に

完
荃
な
：る

、
幸
®

な
る

本
質
た
.る
こ
ど
を 

自
負
す
る
か
も
知
れ
な
い
。然
し
乍
ら
實
際
に
於
い
て
、 

不
幸
な
る
感
覺
的
®
在
は
、
斯
か
る
«
&
に
毫
も
頓
着 

な
い
。
彼
の
凡
て
の
感
覺
は
何
れ
も
彼
を
し
て
、
彼
以 

外
の
世
界
及
個
人
の
意
_
を
•信
せ
し
，め
、
而
も
彼
の
a

第
三
號
.

1
3I

1

第
十
I
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謹
一
五
ニ

れ
れ
留M
は
彼
を
し
て
、
彼
以
外
の
世
界
の
決
し
て
空
近
世
國
解
も
亦
此
見
解
以
上
に
超
在
す
る
も
の
で
は 

^

こ
非
ず
し.V

、

寧
ろ
眞
に
充
管
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
な
い
。
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
も
亦
利
己
的
人
間
>

、フ 

ぬ
を
日
'
々
®
起
せ
し
む
る
。
：
彼
の
本
質
的
活
動
：並

生

活

ル

ジ
,

フ
馨
の
成
員
ヒ
し
て
の
入
間
^—

彼
自
身
の 

術
動
は
何
れ
も
皆
"

欲
題
及
び
必
要.
4
化
し
て
"

彼

以

裡

に

、
彼
の
私
利
の
裡
に
"

彼
の
私
慾
の
裡
に
"
還
元 

外
の
靡
物
及
び
人
間
に
斜
す
る
利
已
ぞ
な
つ
て
現
は
れ
せ
：ら
れ
而
も
共
同
體
.か
ら
分
離
せ
ら
れ
た
個
人一

一
の 

る
。
然
し
乍
ら
ー
11
人
の
欲
；望
は
此
欲
望
充
足
0

手

段

j

上
^

超
在
す
る
も..の
で
は
な
い
。

を
有
す
る
他
の
利
己
，的
[ 0

人
に
對
し
て
何
等
自

明

の

意

此

處

，で
人
間
は
種
■扉
的
本
質
ヒ
し
て
觀
念
せ
ら
れ
る 

義
を
有
し
な
い
か
ら
、
即
t >

欲
辍
充
泜
ぞ
何
等
直
接
の

::
'j

所
か
、
寧
る
種

®

生
©

其
者

"

社
會
が
個
人
の
外
部
，に 

鼠
係
^ :

有
し
な

P

か
ら
、
，各
個
人
ば
此
關
，係

*

造
b

出
'

1

泰
 

人
間
固
有
の
獨
立
を
制
限
す 

す
た
め
に
同
時
に
他
人
の
欲

M

ピ
興
欲
望
の
對
象

S

の
|

る
も
の
と
し
て
現
は
れ
セ
ゐ
る
。

媒
介
者
さ
な
ら
な
け
れ
ば
故
ら
な
い

0

斯
の
如
く
自
然

:;
:

斯
く
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
は："

同
時
に
ブ

ル
ジ
f
v社 

的
必
然
性
ノ
人
間
の

^

有
の
持
性

^

利

害

等

が

ブ

ル

ジ

ョ
#

の
唯
，物

-

生
義
の
完
成
を
^ :

味
し
，れ

政

治

的
^

f

を 

K

l h

會
の
成
員
を
結
合
せ

.

し
む

f

。
贩
し
て
其
：成
員
は
破
毀
す
る
こ

^

は
同
時
に
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
社
會
.の
利
己
的 

觇
念
の
上

^

於
い
て
、
其
想
像
の
天
國
に
於
い
て
の
み
精
神
を
拘

•

束
し

.

た
る
紐
帶
を
破
毀
す
る
；/

以
で
あ
つ 

原
子
で
あ
る
が
實
際
に
於
い
て
は
原
子

v

全
く
異
れ
る
气
封
建
社
會
の
解
決
は
其
甚
礎

2

人
間
の
裡

&

 

本
_

で
あ
つ
て
、

'

即
ち
神

0

如
き
利
己
人
で
は
な
く
、

め
ら
れ
だ
。
即
ち
事
實
上
其
棊
礎
れ
る
人
間
の
裡
に
、利 

利
己
掛
ん
間
な
の
で
办
る
。 

己
的
人
間
の
裡
1 1

党
め
ら
れ
’

た
0

此
人
間
即
ち
フ
ル
ジ

*

ヮ
1

會

の

成

.員

は

今

や

政

治

的

國

家

の

前

提

w

な

れ

る

：
在

す

る

や

。

'

今

钱

の

.
'世

界

は

4 :
1
存

ふ

繁

殖

を

營

ひ

以

外
 

も
の
で
あ
る
。
之
€

共
に
無
政
府
は
組
織
的
特
權
か
ら
に
は
.
何
等
0

欲
望
を
有
せ
ざ
る
俗
物
共
の
占
有
す
る
：所 

解
放
S

れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
社
會
の
法
則
^

し
て
宣
明
3

で
あ
る
。
_數
世
紀
.の
野
®

時
代
.が
今
日
の
狀
態
を
生
み 

れ
た
。
從
て
ブ
ル
ジ
>

ソ
社
舍
0

無

政

府

は

近

世

の

公
•
且
構
成
し
た
。
而
し
て
此
狀
態
ば
，今
ゃ
、
非
人
間
11
1
:
界
を
.

的
狀
賴
の
甚
礎
で
あ
る
こ
ざ
恰
も
社
會
的
狀
態
が
更
^

j 

此
無
政
庇
の
保
證
で
あ
る
^

同
様
で
あ
る
。
 

一 

マ
ル
ク
ス
が
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
社
會
に
對
し
て
下
し
れ
批 

鄉

は

就

中

袖

象

的

性

質

否

，
；
：主
ぞ
し

て

社

,

的
哲
學的

：： 

饨
質
を
帶
び
て
‘ゐ
る
。
此
處
で
も
マ
ル
ク
ス
は
ブ
’
ル
ジ
ョ| 

ク
社
會
の
不
治
の
病
弊
^

卜
其
れ
：が
人
間
其
者
を
抑
腿

」 

し
て
、双
種
屬
の
自
由
«
る
成
長
を
許
容
し
な
い
言.| 

ふ
a

,に
®

■め
る
。
而
ら
は
社
會
は
常
に
如
何
な
る
も
の\ 

ね
る
可
き
か
"

興
質
問
に
對
す
る
解
答
は
次
の
如
く
でj 

.^

ら
.ぅ

历

ち
^

の
如
さ
^

會
は
最
高
^
目
的
を
现
想 

W

す

る
.,
'

人
間
の
共
同
社
會
、
即
精
神
的
本
質
V
自

己

感
: 

惝
を
持
つ
て
ゐ
'石
人
間
、
隨
て
自
由
な
る
人
間
の
共
同

M

則

V」

せ
る
鞏
固
な
る
體
系

-

し
て
聳
立
し
て
ゐ
る
。 
『

專
蚪
主

_

の
喵
ー
の
思
想
は
人
間
蔑
視
で
あ
ダ
"
非 

人
間
的
人
間
で
あ
る
。
而
し

.

て
此

M

想

は

，
就

中

同

時

に

' 

事
實
だ
る
の
特
徵
を
僩
人
て
ゐ
る
。

一
般
に
君
主
制
.の 

原
理
は
蔑
視
せ
ら
れ
ね
、
，否
蔑
視
せ
ら
る
可
さ
人
問
、

. 

即
ち
非
人
間
的
人
間

.

：で
あ
る

"

鄭
制
主
義
に
於
け
る
殘

. 

忍
性
の
必
然
と
人
道
の
不
可
能
な
る
祺
は
世
間
周
知
の 

事
實
で
あ
る
。
殘
忍
な
る
關
係

-—

蓋

し

支

配

と

.
酷

俠
 

w

は
直
に
同
一
槪
念
で
あ
る
^
^
は
殘
忍
性
に
侬
て
の 

.
み

維

持

せら
れ
得
る
。
r r

く
し
て
人
間
は
窃
己
の
眞
班 

の
.實
在
を
求
む
可
き
所
に
非
人
間
性
を
見
出
す
に
刹

る
。
然
し
乍
ら
吾
人
の
知
れ
る
如
く
、
人
間
然
り
、
そ
.
 

%

會
で
あ
る
可
き
で
あ
る
ビ
。
果
し
て
斯
る
社
#

は
實
.

れ
は
人
間
の
仳
界
で
あ
り
、
_

象
：で
あ
り
、
社
會
で
あ

.

浪

卜

.

(

四
•ベ
^

}

プ
か
ク
ス
社
#
學
說
の
趄
源
並
|:
之
に
對
す
る
へ
ー
ゲ
ク
.、
プ 

、

三

ぶ

、

-

ぎ

プ

治

ォ

i

ル

パ2V
V
、

シ

ユ

タ

ィ

、ノ

及

ぴ

•フ
ルi

ド
y
の

影

響
 

f

l號

「
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マ
か
ク
ス
社
：會
學
說
の
起
源
池1

1

之
！1
M
す
-る
.
-へ1
ゲ
.I

/
、
 

★

イH

か
パ
夕
，ハ
、
シ
ュ
汐
イ
y
及
び
，フ 
>
 
丨
ド
ソ
の
影
^

笫

十

九

卷

(

四
セ
〇)

る
o 

.而

も

世

邪

は
JE

し
く
®
倒
し
て
ゐ
る
！

人
間 

の
本
，質
が
何
等
"

眞
正
の
_實
在
を
.有
せ
ざ
.る
が
故
に
人 

fi
n

は
S

己
を
離
隔
し

"

て
ぬ
る
！

此
事
實
は
何
處
ょ 

6

來
る
か
。
之
れ
蓋
し
實
踐
的
欲
漭
>
,
利
己
主
義
が
ブ 

ル
ジ
B

ツ
«:

會
の
原
則
な
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然 

し
乍
ち
實
踐
的
欲
留
並
に
利
己
，

G
1
：

介
る
も
の
は
貨
_
 

で
あ
ぶ
フ

.此
«

幣
は
鹛
物
の
普
遍
的
に
し
て
、
獨
立
に 

構
成
せ
ら
れ
し
®

値
で
あ
る
e

其
れ
故
に
赏
幣
は
奋
世 

麻

か

、ら
、
即
ち
人
間
世
界
：並
に
自
然
炉
ら
彼
等
闽
有
の 

便
値
を
剝
奪
し
て
し
ま
O

ft

。.
货
幣
は
A

間
か
ら
引
I. 

離
3

.
れ
た
、
人
間
の
勞
:»

ど
>
存
在
ど
の
赏
體
で
あ
つ 

て
、
此
外
的
の
實
體
が
：人
間
，ぞ
支
.配
し
て
ゐ
る
の
で
あ 

る
"

私
有
財
産
^

貨
幣
'
ど
の
支
配
0

下
化
獲
#
さ
れ
た 

息

®

は
自
然
に
對
す
，る

事
實
上
の
.蔑
視
で
あ

る

o

學
 

，説
、
©

術
、
自
己
目
的
，ど
し
て
の
：人
間
の
歴
史
に
對
す 

,
る
蔑
視
、
そ
れ
は
貨
fr
f

人
の
眞
に
自
覺
せ
る
立
脚
地
で 

あ

る

。

.

種
®

關
係
す

ら

> 

即
ち
夫
婦
關
係
す

ら

商
賣
の

8

1

號

一

艽

四

目
的
物
.ビ
化
し
終
る
。：
妻
は
賣
買
3

れ
る
。

利
己
の
世
界
に
於
い
て
入
間
の
S

®

の
關
係
は
法
#
 

關
係
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
律
‘か
人
間
本
來
の
-意
瓜
ど
本 

質
6

の
法
則
に
適
へ
る
が
故
：に
人
間
に
嫡
用
せ
ら
れ
る 

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
支
配
し
て
ゐ
る
が
た
め
に
且 

つ
其
違
犯
が
復
警
せ
ら
6

る
が
た
め
に
典
効
ガ
を
有
す 

る
所
の
法
律
に
對
す
る
關
係
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
又
此 

世
界
の
主
要
；な
る
技
術
は
"
.
世
界
を
支
配
し
て
ゐ
る
法 

律
の
網
を
巧
に
潜
り
拔
け
る
事
で
あ
る
。
か
ぐ
て
ブ
ル 

ジ
.

ョ
フ
社
#

は
、
剝
奪
せ
ら
れ
た
人
間
を
、
剝
奪
せ
ら
れ 

た
自
然
を
、利
己
的
欲
望
の
奴
隸
ヾ」

な
し
、
且
つ
不
正
商 

人
に
婺
ね
ら
れ
打
對
象
と
な
す
の
で
あ
る
。
譲
渡
.(

勞 

働
、
生
產
物
淨
の)

は
剝#

の
實
踐
で
あ
る
。
之
を
外
部 

の
機
械
的
本
質
に
變
す
る
人
間
は
、
又
彼
，の
生
趦
物
及 

び
活
動
力
を
一
個
の
外
部
本
質
の
支
配
の
下
に
置
き
.、 

而
し
て
之
等
に
對
し
て
一
個
の
^

^

本
質
.
l

t

fi
?

の 

——

の
意
義
を
附
與
す
る
祺
に
依
り
て
の
み
、
實
際
上

I
に
自
己
を
礙
明
し
、
實
際
上
の
對
象
を
造
り

出
す
事
が 

出
來
る
。
生
產
者
が
自
己
の
澇
働
を
加
へ
た
生
產
物
を 

膦
買
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
ど
言
ふ
^

情
の
裡
に
、
旣
に 

彼
の
^

中
か
ら
喪
は
れ
、
，引
離
さ
れ
た
對
象
ど
し
て
の
■
 

自
己
の
生
產
物
に
對
す
な
關
係
が
#

ま
れ
て
ゐ
る
。
斯 

の
如
く
；マ
ル
ク
ス
は
ブ
ヤ
ジ
ョ
フ
社
貴
の
人
間
を
、
私

利

\ 

S

自
覺
な
き
自
然
的
必
錄
の
：紙
«:

に
依
て
'0

み
他
の
人 

間
ざ
關
係
を
保
て
る
、：
獨
立
.の
人
間
と
し
て
、
：‘：又

營

利

\ 

ビ
嵙
己
及
び
他
人
の
利
己
的
：欲
辑
の
奴
隸
^

じ
て
/
特 

徵
付
け
る
事
が
出
來
代
の
で
あ
る
。

; ;

完
成
せ
る
政
治
的
國
家
は
W

本
質
上
，
物
質
的
生
活 

に
對
立
す
る
人
問
の
«

腿
的
生
» ;

で
あ
る
。
此
刹
己
的 

生
活
のI

切
の
前
提
ば
國
贫
領
域
以
外
に
、
ブ
ル
ジ
ョI 

ヮ
祉
會
に
存
在
し
、
而
も
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
社
會
の
特
遛
ミ 

し
て
存
續
す
る
。
政
治
的
國
家
が
眞
の
完
成
に
到
達
せ 

し
處
で
は
.：、
人
間
は
©
,に
悤
想
、
：，意
識

に

於

い

て

の

.み 

な

ら

ず

亦

實

際

に

於

-い
て
、

生
活
に
於
い
て
二
重
の
.生

活
を
昝
む
、
即
ち
天
國
的
及
び
地
上
的
生
生
活
を
锻
む
。 

換
言
す
れ
ば
、
人
間
が
共
同
體
の
1

成
崽
で
あ
る
政
治 

的

共

同

體

に

於

け

る

生

活

人

間

が

私

人
6

し
て
活 

動
し
、
人
間
%

竿
段

V
J

看
做
し
、
0

己
其
者
を
も
手
段 

ど
し
て
貶
下
し
他
人
の
權
力
の
傀
儡
3

な
る
W

の
ブ
ル 
.

ジ
3

ソ
社
會
の
生
活
と
を
營
む
の
て
あ
る
。
斯
の
如
く 

.
に
し
て
民
主
的
代
®

國
象

V」

ブ
ゲ
ジ
ョ
ソ
社
會
ざ
の
近 

代
的
對
立
は
"

公
的
共
同
®

き
奴
隸
制
度
S

の
古
典
的 

:

對
立
の
完
成
で
あ
る
。
近
代
世
界
に
於
い
て
は
各
人
は 

同
時
に
奴
，練
制
度
.
0

.

1員
で
あ
6

共
同
體
の
一
員
で
あ 

る
。.ブ\

ジ
ョ
ヮ
社
會
の
奴
隸
制
度
ば
芷
し
く
外
而
的
に 

は
最
も
大
な
る
自
*

で
あ
，る
。
蓋
し
そ
は
外
而
的
に
完
.
 

成
せ
&

れ
た
個
人
の
獨
立
で
あ
る
、か
ら
で
あ
る
I

個
.
 

人
は
無
拘
：束
«;

、
1

般
的
紐
帶
に
依
て
も
、
人
問
に
.依
て 

も
、
最
^

結
合
さ
れ
な
い
、彼
0

離
陨
せ
る
生
.活
耍
素
、 

例
之
財
產
、
產
業
"

宗
敎
等
の
不
«

奔
放
な
る
活
動
2:
自 

分
自
身
の
自
由
ビ
認
：め
て
ゐ〉

る
が
實
際
.に
於
い
て
は
寧

.
A外.，

n

號

一

五

九

第
屮 
I
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’
ル

ク
.：
，
ス

社

會

學

說

の

趄

源

並

1
1
|̂;
對
'す
る
广—

ゲ
ャ
、 

オ
イH 

V

K
ハ
':
'
-

V

ユ
タ
イ
ジ
及
び
ブ
ル
j

r

vの
.影
響

:

:

笫

ナ

外

卷(

四
七
とV

ろ
其
は
完
成
せ
‘
ら

れ

た

奴

.隸

制
> 

非
人
間
性
で
あ
る
。

.

而
も
#

に
無
所
有
の
個
人
の
.地
位
を
觀
察
し
な
け
れ 

.
ば
な
&

な
.
い
o
.
何
物
を
も
所
有
す
る
事
な
き
人
問
は
今 

日
で
は
不
収
尙
、
零
で
あ
ヶ
、
i

i
般
生
存
か
ち
.、
而
も 

人
間
的
生
存
か
ら
遮
斷
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
.故
に
，

又
非 

所
有
の
狀
態
は
人
[i
l

l
を
佥
く
そ
の
對
象
か
ら
分
離
す
る 

狀
態
で
本
る
が
故
^
非
所
有
は
考
究
の
最
高
の
對
象
た 

る
資
格
を
有
す
る
0

は
金
く
芷
當
で
あ
る
o

況
や
世
人 

が
此
對
象
に

_
す
る
社
會
主
義
的
文
献
に
無
關
心
な
る 

U

於
い
て
お
や
で
あ
るC

蓋
し
非
所
有
は
咒
は
れ
た
精 

神
由
義
で
あ
&

、人
問
の
完
全
な
る
非
實
在
性
で
f

v
 

非
人
問
の
完
全
な
る
實
在
で
あ
b

"
.一
 

つ
.の
極
端
な
る 

秸
極
的
の
所
有
ノ
即
ち
飢
餓
、
.
寒
氣
、
病
魔
：、
犯
罪
" 

ン
屈
從
の
所
有
で
あ
る
！

‘
'.
.

 

.

-

か
く
て
今
や
一
ル
ク
ス
は
非
所
有
て
ふ
近
代
的
問
題 

「

の
特
殊
の
經
濟
的
方
面
に
言
及
す
る
。
產
業
的
運
動
は 

ゾA

ジ
ョ
ツ
社
會
の
中
ね
有
產
階
級
：の
外
に
無
產
階
級

第1
1
5

 

5

4
ハ 

を
造
レ
出
し
た
。.
何
.e

な
れ
ば
自
然
に
發
生
し

た

の
.で 

は
：な
<

し

，
て

人

爲

的

に

造

>

出
さ
n

だ
贫
困
者
即
ち
社 

會
の
急
激
な
る
解
體
、ヽ

特
に
中
產
階
級
の
解
體
に
依
て 

出
現
し
た
人
問
：の
群
が
無
產
階
級
を
形
成
す
る
のP

あ 

る
か
ら
で
あ

る
P

尤
V

自
ら
明
か
で
あ
る
樣
に
自
然
に 

發
生
し
た
貧
困
者y

j

田
舍
者
も
漸
次
に
順
を
追
ふ
て
現 

は
れ
て
來
る
事
は
富
ふ
を
俟
た
な
い
◊
若
し
無
產
階
級 

が
從
來
の
世
界
秩
序
の
*

體
を
吿
ぐ
る
な
ら
ば
、
そ
れ 

は
唯
單
に
彼
自
身
の
存
在
の
®
密
を
表
明
す
る
所
以
で 

あ
る
。
蓋
し
そ
れ
は
此
世
界
秩
序
の
事
實
上
の
解
體
で 

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
若
し
無
產
階
級
が
私
有
財
麁
の
否 

定

を

要

求
,^

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
唯
單
に
社
#
が
彼
等 

の
原
則
ど
し
て
高
め
ft

所
の
も
の
1

即
ち
無
產
階
級
の 

助
力
^

く
^

も
、
旣
に
社
會
の
消
極
的
歸
結
ど
し
て
無 

(

產
階
級
の
裡
に
具
體
化
：せ
し
所
の
も
の
を
、
社
會
の
原 

别
ど
し
て
高
め
る
事
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

'

.

，私
有
財
產
の
諸
闕
係
を
以
て
人
間
的
>
 

合
理
的
關
係

な
ビ
な
す
經
濟
學
は
自
.已
の
根
本
的
前
提
た
る
私
有 

財
産
に
對
し
不
斷
の
矛
盾
裡
に
流
動
し
つ
つ
あ
る
。
h
經 

濟
摩
に
於
い
て
勞
銀
は
先
づ 
>
生
產
物
に
對
す
る
勞
働 

に
相
當
す
る
比
例
的
配
分
ど
し
て
現
は
れ
る
。
勞
鈒
S 

資

本

の

，
利

潤

V」

の
關
係
は.

一
見
、
，友
誼
的
、
互
惠
的
、
人 

間
的
な
る
が
如
く
で
あ
る
。
然
し
其
裏
面
に
は
、
彼
等 

が
相
互
：に
敵
對
的
關
係
に
立
て
.る
事
が
認
め
ら
れ
る
0 

懷
値
以
先
づ
ー
見
貨
物
の
生
產
費
ど
拔
社
會
的
効
用
に
ぺ 

依V

合
羅
的
に
；決
定
せ
ら
る
る
如
く
で
あ
る
o

然
し
其 

襄
面
に
は
儐
値
は
偶
然
的
機
能
：で
办
&

，
；何
等
生
產
費
:'
'
.

.
4

も
、
，
社
舍
的
効
用
，：0
も
關
係
を
有
す
る
の
要
な
き
も 

,

の
で
あ
る
辦
が
認
‘め
ら
れ
る
o

勞
銀
額
は
|

見
、
自
由
な 

.
る
勞
慟
者
ご
自
由
な
る
®
本
家
ヒ
の
間
の
自
由
協
定
お 

侬
て
決i

疋
せ
ら
る
る
が
如
ぐ
で
あ
る
で
然
し
乍
ら
其
事 

實
の
背
後
に
は
，
勞
働
者
は
恰
も
資
本
家
が
可
及
的
低
：
 

率
の
：勞
銀
を
決
定
す
る
の
餘
儀
な
き
ズ
均
し
ズ
、
可
及 

的
低
寧
ハ
赁
«

を
.決
定
せ
ざ
る
ト
得
ざ
る
の
事
實
が
.離

.̂
h

^

#

,

.

 

5

b

 

マ
少
ク
ス
社
會
^

說
の
起
源
迪
|:
み

為

-
ブ

そ

&

:

-

.

£ネイ
ラ
ャ
パ
タ
ハ
、
、>
ュ
タ
ィ
ン
-1
»
. め

ら
れ
る
。
か
ぐ
て
强
制
•か
契
約
當
事
者
の
自
由
に
代 

る
。
商
業
其
他1

切
の
«
«
關
係
に
就
い
て
も
殆
/V
V
J
 

同
樣
で
ぁ
る
。
か
く
て
經
濟
學
者
達
は
或
時
は
例
外
的 

に
經
濟
的
諸
關
係
に
於
け
る
人
格
'の
表
現
を
力
說
し
乍 

ら
、.
或
時
は
否
、
總
じ
て
是
等
の
關
係
を
人
格&
ら
截 

然
€
區
別
し
、
之
を
嚴
密
な
，る
經
濟
的
意
義
に
解
し
/2

。 

斯
く
の
如
く
し
て
彼
等
は
無
意
識
的
に
此
矛
盾
の
裡
R
 

彷
徨
し
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
。：

今
や
ブ
ル
ド
|

ン
は
此
無
意
識
に
永
遠
に
北
め
を
刺 

:

し
^

。
彼
は
經
濟
關
係
;0

人
間
的
表
現
を
愼
重
に
考
處 

し
"

そ
の
非
人
間
的
實
在
に
銳
く
對
立
さ
せ
た
。
彼
は
經 

濟
關
係
を
し
て
其
自
身
の
觀
念
を
廢
棄
し
以
て
典
非
人 

間
性
含
承
認
せ
し
め
や
ぅ
ビ
し
た
。
そ
れ
故
に
彼
は
各 

個
の
私
有
財
產
を
部
分
的
に
：，で
は
な
_
く
、
,私
有
財
產
其 

者
を
.1

般
助
に
經
濟
關
係
の
僞
造
者
な
^

^

論
じ
た
。 

從
來
の
經
濟
學
は 

一
-S

、
私
有
財
產
CD

運
動
が
國
民
の
，
 

^

め
.
に
造
.
つ
.
.た
か
に
見
：え
る
富
か
ら
拗
發
し
て
私
有
财

i
i
.
Mす
る
へ
-

1
ゲ
デ
、.；
フ 

箨 
<ユ

尤

-

X
 
J 

び
グ
ル
ー
ド
ン
の
影
醪 

ー
五
七



.

浓
十
 

t

 

(

四
？
 

. 

續 

u

塞一五八 

淹
擁
餱
の
見
解
に
到
達
し
た
。
ブ
ル
ー
ド
ン
は
之
と
1£

，せ
ち
で
居
れ
る
。
人
間
的
本
質
は
人
問
の
眞
蓝
.の
共
同 

:
反
對
に
、
經
濟
舉
の
中
に
詭
辨
的
に
隱
蔽
せ
，ら
れ
.て

ゐ

體

で

め

る

。、
悲
し
ひ
可
き
，此
本
質
か
ら
め
孤
贫
は
政
だ 

る
方i

s

即
ち
私
^

財
產
>
u
由
て
造
b

m

s

れ
た
贫
®

の
.

的
共
同
體
'か
ら
.の
孤
立
に
站
.0

て
®
か
に
全
般
的
の
も 

-
事
®:

か
ら
出
發
し
て
私
有
財
產
否
認
の
兑
解
に
到
逡
す
の
で
あ
々
、
堪
え
雛
き
：'も
の
で
あ
り
、
恐

る

可

きも
の
で 

.
:るo

.

 

•フ
.
ゲ
ー
ドx

は
资
本：
の
運
動
が
如
何
に
し
て
貧
困i

あ
合
且
つ
矛
盾
に
充
ち
-

^
も
の
で
あ
.
る
。
而

も
.a

察
の 

•
を
造
り
出
す
か
を
詳
細
に
論
證
し
た
。
即
勞
働
者
は
自
.

:
吾
人
に
敎
ふ
.
る
所
は
"
無
產
階
級
は
不
斷
に
非
人
問
的 

己
の
生
產
物
を
再
び
»

ふ
«

が
|1
1

來
な
い
に
反
し
て
"

狀
態
の
中
に
驅
逐
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
。 

良
ら
唯
だ
二
個
の
.
人
間
に
過
ぎ
ず
加
之
、
利
®

及
♦ひ

利

I

何
ミ
な
れ
ば
英
國
の
實
例
が
示
す
如
く
に
、
贫
困
の
梁 

.
子
の
支
#

を
受
け
て
ゐ
る
人
間
に
過
ぎ
な
'
い
资
本
家
は
進
的
增
大
は
近
世
產
業
の
必
然
的
結
朵
で
あ
る
炉

6

で 

S

證

I

產
物e

,

ら
S

猛

生

8

以

上

j 

.ぁ

气

勞

働

習

は

告

部

分

的

に

止

ま

ら

ず

普

遍

的 

の
：•も
の
を
も
；#

び
*

ふ
事
が
出
來
る
。
，が

く

て

有

產

階
•.に
亘
り
、
エ
場
地
方
に
眼
ら
ず
、
農
利
地
力
に
も
波
及 

.級
も
無
，產
踏
級
1

典
に
向
ー
の
人
間
的
自
己
離
隔
を
表
一
し
而
も
久
し
き
以
前
ょ
.

b
旣
に
，益

-
週
期
的
に
反
极
せ 

明
せ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
有
產
階
級
は
此
自
己
ら
れ
て
ゐ
る
。

r f

滿
の
中

に

、自
ら
^

福
？
堅
實
€

を
戚
得
す
る
、自
已
：、

諸

«

か
今
や
期
せ
す
し
て
貧
潴
^

題
の
對
策
に
汲

 々

骓
塥
を
辟
己
の
實
カ
で
あ
る
さ
誕
め
* 

.そ
し
て
そ

の

中

ft

るM
J

は
寧
ろ
當
然
の
事
食
で
あ
る
。
諸
國
は
之
を
行 

に
人
間
也
^

の
表
現
を
持
つ
.
。
之
に
反
し
て
無
產
階
級
政
的
手
段

(

勞
働
住
，宅
の
如
き〕

^

、
或
/
a

は
厚
生
手
段 

は
&

绍
的
1

德
、人
間
的
孽
樂
、
人

間

的

本

質

か

ら

離

隔

(

.貧
民
保
護
の
如
き)
に
訴

ベ

.̂
。
而
も
又
國
家
は
是
勢

で

全

く

別

個

の

方

策

に

出

る

こ

ミ

も

出

來

な

か

つ

た

。

何

V
J

な
れ
ば
國
家
は
社
:#

的
犯
罪
の
原
因
を
國
家
及
び
、
 

社
^

制
度
の
中
に
見
る
こ
ビ
を
欲
し
な
い
か
ら
で
.あ 

る
。
：芾
命
的
政
治
家
す
ら
も
、
不
幸
の
股
因
を
國
家
の 

本
贺
に
觉
め
な
い
で
寧
ろ
特
定
の
國
家
形
態
に
笕
め
而I 

し
て
之
I:

代
ふ
る
に
他
の
_

家
形
態
^

以
て
せ
ん
！

:

る
，位
で
め
る
。
例
ち
國
家
は
w

m

上
’
St

會
の
制
度
で
一 

あ
り
、
そ
の
活
泐
的
> 
自
，覺
的
ノ
公
的
表
現
に
外
な
ら\ 

な
ぃ
の(

で
あ
る
。
國
家
が
社
會
の
謬
れ
る
狀
態
を
認
め
一 

る
ど
す
れ
ば
、
そ
れ
は
^
カ
の
如
何
ぞ
も
な
す
能
は
ざ 

る
自
然
法
の
中
か
>

游
く
は
_

家

$
無
關
係
な
る
私
的 

生
活
の
中
か
又
成
ひ
は
國
家
に
從
撤
し
て
な
る
行
政
の 

陋
笕
の
中
に
党
め
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
©

人

の

ブ
-
 

,
.ル
，ジ
:3

ヮ
：的
生
活—

私
有
财
_

、商
.エ
業
、
各
種
の
有
ゾ 

產
者
相
互
；の
.
掠
奪
の—

の
非
社
交
的
性
質
ょ
れ
發
生
; 

す
る
諸
般
の
結
來
に
對
す

る

ミ
き
は
、

行
政
の
自
然
法 

は
八f

ぐ
無
力
で
あ
る
。
蓋
し
ブ
ル
：ジ
ョ
ソ
社
會
の
此
紊

亂

、

此

奴

隸

狀

態

t

,

そ

は

、

近

世

國

家

'の

依

て

以

て

起
 

て
る
自
然
的
甚
礎
で
あ
る
こ
ど
恰
も
奴
隸
制
度
の
市
段 

'
的
*
會
が
古
代
國
家
の
自
然
的
避
礎
で
あ
る
ミ
同
機
で 

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
國
家
の
存
在
と
奴
隸
制
度
の
存
在 

V
J

は
不
可
分
の
も
：の
で
あ
る
。
古
代
國
家
並
に
古
代
の 

奴
隸
制
度_

等
は
公
然
た
る
古
典
的
對
立
で
あ
る 

.

1

は
近
世
國
家W

近
世
商
業
世
界——

を
は
僞
善
的 

基
督
敎
的
對
立
で
あ
る——

ほV」

内
的
に
は
相
互
に
關 

:

連
し
て
は
居
な
い
。

:
斯
る
窮
境
を
.脫
却
す
可
き
道
は
果
し
て
何
處
R

存
茌 

す
る
か
。
裳
に
私
有
財
產
は
必
然
其
自

身

及

び

其
i
共 

に
そ
の

對
立
た
る
無
產
階
級
を
成
立
せ
し
め
ざ
る
を

得 

な
い
。然
し
乍
ら
之
に
反
し
て
無
產
喈
級
は
又
必
ず
や
、 

自

分

自

身

及

其

ビ

共
に

無
產
階
級
を
無
產
階
級
に
す
る 

其
條
件
的
對
立
た
る
私
有
财
產
を
廢
止
せ
し
め
ざ
れ
ば 

罷
ま

な

い
。

か

く

て

私
有
財
產
ぱ
自

己

の

經
濟
的
il
l

l
動 

に
於
い
て
、
絕
え
ず
，&

己
を
®

つ
て
自
分
0

身
の
解
決

第
三
號 

ー
3£
九

^
 

会
 

c
r

七
s



マ
か
ク
ス
社
會
舉
說
つ
-[
1

源
他
に
之
|:

對
す
る
/>
.

.

r

V

A

、
'7

第

三

號

一

六
0

 

オ
ィ
H

.

^

.

x

'

.ツ>>

，シ.
I
T

 

.タ

ィ

ン

及

ぴ.フ
か
.

-K
V
 

'の̂

鄉
：■ 

.

.

.

.

す

可

か

ら

ざ

る

貧
'

困

！

必

然

の

.實

際

的表
現

で

あ

る

:

浓

十

九

卷

C

四
七
六〕

に
赴
炉
し
む
る
が
、
然
し
乍
ら
其
の
此
事
ぁ
る
は
、
私
有
，
 

財
產

W

無
關
係
な
、
，無
意
識
的
の
、
：彼
の
意
思
に
逆
つ
：

て
行
は
れ
る
發
賤
に
依
て
の
I
み
、
換
言
す
れ
ば
私
有
財

； 

產
が
無
產
階
級
€

し
て
.

0
無
產
階
級
を
造
り
出
し
"
而 

て
そ
の
非
人
問
性
を
肖
鐵
し
、
を
れ
故
に
自
分
自
身
を

I 

M

ih

せ
.ん

.
.
W

す
る
非
人
間
性
を
，造
ら
出
：す
事
に
依
て
：の

j

 

み
行
は
れ
る
。
若
し
無
產
階
級
が
勝
利
を
博
す
る
ど
し\ 

V

も
之
に
依
て
決
し
て
®

會
の
，絕
對
的
方
而
士
成
終
る
ノ
 

0

で
ば
が
い
。
何
^

な
.

れ
ば
無
產
階
級
は
自
分
自
身
並
/; 

^
典
對
立
を
廢
止
す
る
事
わ
侬
て
の
み
勝
利
?:

獲

得

す
\ 

る
事
が
出
來
る
か
ら
で
ぁ
る
。
か
く
て
無
鹿
階
級
.も
其.

一
 

飧
件
的
對
立
^

る
私
有
財
產
も
亦
，消
滅
す
る
に
到
る
の 

で
ぁ
る
。
社
會
主
魏
著
作
家
が
無
產
階
級
に
斯
る
世
界
一 

史
的
任
務
を
與
ふ
る
所
以
の
も
の
は
、
則
ち
人
間
は
無 

邀
階
«'

の
裡
に
自
己
其
者
を
奭
失
す
る
が
而
も
同
時
に
■

,

此
喪
失
の
，理
論
的
意
義
を
獲
得
す
る
：の
み
な
ら
ず
、
'

-亦 

直
後
に
放
早
避
{
る
こ
ビ
の
出
來
な
い
、
.絕
對
に
抵
抗

——

に
依
て
此
非
入
間
性
に
反
.
逆
す
る
事
を
餘
儀
な
：く

せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
',
'
無
產
階
級
は
自
分
自
身
の
生

'活
條
件
を
發
止
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
自
分
A

#
の
解

放
を
成
就
ず
る
こ
i

は
出
來
な
い
。
無
產
階
級
；は
彼
の

地
位
に
總
括
せ
ら

れ

て

ゐ

る
現
存
社
會
の
總
て

の

#

入

間
生
活
條
件
を
廢
北
す
る
こ
ぞ
な
く
し
て
、
自
分
灼
掛

の
生
活
條
件
を
廢
止
す
る
こ
ビ
は
出
來
な
い
0

各
個
の

.
•フ
,
口
レ
タ
タH

ル
か
若
く
は
全
體
の
無
產
踏
級
s

<

.
目
的
と
し'て
何
を
觀
念
す
_る
ヵ
.か

問

題

で

は

な

い

.現

實

に

存

在

す

ろ

も

の

、
.
乙
の
现
赞
に
適
蠛
し
て
何
ヒ
爲

す
可
く
膝
史
的
に
强
制
？

れ
て

ゐ

る
か
が
問
題
で
あ

.る
。
.彼
.
の
因
的
並
に
そ
の
歷
«1

的

行

_

は

彼

自

呀

の

生

1

活
狀
態
及
び
現
在
の
，プV

ジ
ョ
ソ
社
會5

奋
組
織
の
裡

,
.に
明
白
に
、
否
應
な
し

に
«

示
.せ
ら
れ
て
ゐ
.る
。

マ
火

ク
ス
は
區
に
謂
ふ
、
英
佛
の
無
產
階
級
の
大
部
分
は
旣 

に
自
E

S
 .
歷

史

的

任

務

：を

自1
:
し
>
 

此
自
覺
を
充
分
に

發

探

す

る

た

め

に

不

断

に

努

力

し

て

罷

む

所

•か

な

い

の
 

で

あ

る

:

,

マ
ル
ク
ス
は
又
當
時
旣
に
中
産
階
級
に
脅
し
て
侮
蔑 

0
感
情
を
禁
じ
得
な
か
づ
.
た
。這
榈
階
級
中
，手
工
業
の
：
:; 

親
方
等
は
自
由
競
荦
の
た
め
に
破
滅
に
■

し
て
、
纖

て
ン 

無
產
階
級
に
階
落
す
る
。.
之
に
反
し
^

中
產
階
級
の
他
.

|

 

の
部
分
は
孜
々
ど
し
て
自
a

虫
存
0

血
路
を
開
拓
し
て

j 

行
く
。
.
マ
ル
ク
ス
は
被
等
の
：心
理
狀
態
を
無
產
階
級
の
': 

心
理
狀
態
に
比
較
對
照
し
て
次
の
如
く
說
明
す
る
、
願

\ 

I

®

は
、
應
付
け
ら
れ
、
且
つ
：恐
_

甘
る
氣
分
で
ぁ
つ
て
、

j 

雛
®

な
生
計
の
賤
し
ぎ
，行
爲
に
S

ふ
、必
然
の
伴
侶
で
ぁ

| 

.

.る
。
此
顧
慮
は
"

純
粹
の
1
形
態
を
：採
つ
て
獨
逸
の
中
流
市\ 

K

の
中
に
榮
え
た
"

其
處
で
は
此
氣
分
が
慢
性
ど
な
れ
、

\ 

恒
に
變
b

な
ぐ
痛
々「

し
ぐ
、
*:
:t

ぼ
ら
し
ぐ
榮
え
て
ゐ 

る
。
之
に
反
し
て
無
產
階
級
の
窮
迫
は
矯
激
な
る
相
を 

呈
し
無
產
階
級
を
驅
つ
て
生
死
の
戰
に
赴
か
し
め
"
彼 

を
革
命
的
に
し
ノ
從
つ
て
彼
に
何
等
の
顧
it

を
起
3

し 

'
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ば

め
る
事
無
く
、
寧
ろ
情
熱
を
喚
起
す
る
に
到
る

0

で 

5̂̂

 
る

氺 

糸 

糸 

兴

理
性
は
恒
に
存
在
し
た
:0
然
し
そ
れ
は
必
ず
し
も
恒 

に
理
性
的
形
相
を
の
.
み
顚
ふ
て
は
居
な
か
つ
た
。
斯
く 

‘

て
批
評
家
は
ノ
學
理
的
"
並
に
實
踐
的
覺
の
一
切
の 

形
態
に
手
を
觸
れ
て
現
存
赏
萑
の
固
有
の
諸
形
態
か
ら 

眞
正
の
實
在
を
、
そ
の
不
許
不

S
し
て
、
そ
の
究
局
目 

:
標
と
し
て
、
展
開
す
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
..。『

吾
人 

は
世
界
の
諸
原
則
か
ら
新
原
則
を
世
界
に
M

開
す
る
。
 

吾
人
は
世
界
が
眞
に
何
故
に
_

#

す
る
か
、
並
に
意
識 

は
世
界
が
否
應
な
し
に
甘
受
し
な
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
一
個 

の
事
物
で
あ
る
こ
€

を
、諸
君
に
示
す
の
で
あ
る
。
意
識 

の
革
新
は
"
其
自
身
に
對
す
る
速
夢
か
ら
世
界
を
覺
職 

し
彼
自
身
の
行
動
を
、
世
界
に
說
明
す
る
ビ
言
ふ
事
に 

の
み
存
す
る
。.
吾
人
の
金
目
的
は
、

フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ッ
ハ 

の
宗
敎
批
剑
に
見
る
が
如
く
"

諸
般
の
宗
敎
的
、
政
治

に
⑩
す
る
へ
1

ゲ
/I

/
、
フ 

,

在

三

成

ニ

、

--
*

び
ブ
;V
1

K

V
の
影
毯 

I

I

保

一

六

I



笊

ナ

九

卷(

四
七
：

o

マ
;1
/

グ
ス
社
#

學
齡
の
起
源
！i

並
1 C

之
■数
す
る
へ
ー
ゲ

；
^

、

フ 

.太
：イ
：
H

.

.

V

:

パ
.

.

^ハ
、

シ

^

タ
ィ
ン
及
ぴ
フ

^

—

ド
ン
の
^
經

第
.三
號

1

六
ニ

的
即
鹋
に
意
識
的
、
人
間
的
形
：態
女
附
與
す
る
k

云
ふ 

事
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
&
に
钽
學
の
住
務
は
勞
働
考 

に
人
間
と
し
て
の
欲
罩
を
明
示
す
る
こW

に
#

す
る
。
 

之
に
出
て
民
衆
の
啓
蕻
が
行
は
る
れ
ば
、
民
衆
は
實
在 

と
恩
他
、
意
識
ど
生
活
ど
の
區
別
を
痛
切
に
感
知
す
る 

で
あ
ら
う
t

又
彼
等
は
、g

產

，

資

本

，，

：

貨

幣

"

勞

銀
 

其
他
は
：彼
等
の
自
己
離
_

の
對
立
的
所
篮
で
ぁ
り
、
從 

て
亦
常
然
>

對
立
的
方
法
に
依
て
廢
止
さ
る
可
く
"
を 

れ
に
由
て
人
問
は
赞
に
见
惟
や
、
S

識
に
於
い
て
の
み 

な
ら
ず
亦
生
活
に
於i

-T
'

も
亦
眞
實
の
人
間
と
爲
る
で 

あ
6

うW

言
ふ
事
を
知
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
之
を
®
 

際
的
^;
云
へ
ば
彼
等
は
旣
存
の
生
存
力
の
某
礎
に
據
て 

現
#

社
會
の
廢
止
を
企
て
ん
で
あ
ら
ふ
。

然
ら
ば
此
發
展
のE

的
は
如
何
？

初めマルクス 

.
垆
：『

獨
佛
年
誌』

を
編
#

し
て
ゐ
.れ
當
時
に
は
這
個
の 

目
的
は
唯
だ
漢
然
ビ

I

.K
H

の
：人
間
及
び

其
向
由
に 

關

す

る

說

明

に

於

け

る

が

如

く

又

眞

正

の

人

間

的

本

質

即

ち
其
の
最
高
目
が
の
た
め
の
人

E
S

の
^

防

1

瓜
#

の
食 

在
0

如
く
ー
I

彼
0，
眼
に
映
じ
て
ゐ
た
に

過
ぎ
な
が
つ 

た
0

即
ち
彼
自
ら
次
の
如
く
考
へ
て
居
た
+、
縱

令

『

何 

處
か
ら』

に
關
し
て
は
疑
問
の
餘
地
は
な
い
に
し
て

も
.
 

其
だ
け
益

-
『

何
處
へ』

に
關
し
て
は
尙
多
く
の
疑
間
&
 

餘
地
が
存
す
る
。

®
に
改
良
家
相
互
の
間
に
一
般
的
不 

統
一
の
存
す
る
の
み
な
ら
ず
"
各
人
は
誰
も
が
如
何
に 

ぁ
る

可
さ
か
に
%

い
て
何
等
精
確
な
る
«

念
を

持
つ
て 

ゐ
な
い
S

云
ふ
事
を
自
白
せ
ざ
る
を
#

な
い9

•で
ぁ
る

ノ
遮
莫
吾
人
は
獨
斷
的
に
世
界
を
豫
宛
せ
ん
S

す
る 

一
も
の
で
は
な
く
、
.寧
ろ
舊
世
界
の
批
判
か
ら
の
み
新
世 

\
界
を
.發
見
せ
ん
ノ
レ
す

る
も
の
-
.で
あ
る
と
^

ふ
こ
ど
は
IH
.
 

I

し
<

新

傾

,1
»
)
の
長
所
で
あ
る
4

從
來
哲
學
者
達
はI

切 

の
謎
を
机
上
に
於
い
七
解
決
せ
ん
ビ
試
み
れ
。
そ
し
て 

愚
鈍
な
る
"

通
俗
的
な
世
界
は
喺
だ
口
を
開
け
て
純
粹 

::■
'科
學
て
ふ
燻
製
の
鳩
肉
が
自
分
の
ロ
に
飛
び
込
ん
で
來 

る
.の
を
待
構
へ

て
ゐ
.
な
け
れ
ば
な
.ら
な
か
っ
た
。

這
個
の
目
的
は
均
し
く
：『

獨
»

年
誌』

：の
，裡
に
腿
開 

せ
ら
れ
れ
次
の
如
&
祉
會
主
義
的
敎
施
に
说
て
も
觅
に 

明
：確
の
度
を
增
し
て
は
6

な
い
デ
®

個
の
敎
義
S

は
即 

ち
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。
人
類
の
’解

放

现

實

の

個

々
 

人
が
從
來
に
於
け
る
が
如
く
>

1

方
に
於
い
て
利
己
的
、 

，
孤

本

的

：個

人

"

他
方
に
於
い
て
市
民
で
な
く
な
つ
て
、
 

寧
ろ
^

經
驗
的
生
活
，
そ
の
# :
|

人
的
勞
働
，
各

：の
個
人 

的

關

係

に

於

い

て

ご

な
.
^
v

'al
^

人
間
が
其
固
有
：
 

カ
を
：1-
1
:
#
カ
ミ
し
て
組「

織
1>

!
#
て
此
社
會
ヵ
が
最
早 

政
治
力
の
形
態
を
採
つ
て
自
己
分
裂
を
な
さ
ざ
る
；に
到 

つ
て
初
め
て
成
就
せ
ら
れ
る
の
で
へ
あ
る
^

o

;
マ
ル
ク
ス 

に
據
れ
ば
入
S

M

放の
業及
び金
錢業
の

:
 

可
能
.性
•か
®
止
せ
ら
る
る
«

.
に
..社

#

が

紺

織

せ

ら

れ

る
 

Z
疋

.
E

に
人
間
が
®
分
自
釙
の
意
见
並
木
赞
の
法
則 

fc
6'

法
則
に
服
從
す
る
に
到
る
ゾy

と
で
あ
る
。

.

罟
人
は
觅
に
前
記
0

時
代
の
他
.の
著
作
か
ら
も
道
般 

の
消
息
を
»

ふ
事
が
^;

來
る
。
切
ち
.マ
ル
ク
ス
が
知
例

,
:
に
求
來
社
會
的
を
现
想
主
義
に
考
へ
て
ゐ
穴
炉
は
此
時 

代

.の

次

の

如

き

ブ

,
1

ド

ン
反
®
文
に
明
白
に
表
取
せ 

ら
れ
て
ゐ
る
"

彼
は
謂
ふ
1

フ
ル
I

ド
ン
は
非
所
有
及
び 

舊
來
の
所
有
方
法
を
廢
北
せ
ん
、€

す
る
即
ち
人
間
の
、

|

對
象
物
に
對
す
る
實
際
的
に
*

■

せ

ら

れ

た

_

係

を

廢
 

r

ih

せ
ん
^

欲
す
る
。
然
し
乍
ら
其
際
ゾ
ル
I

ド
ン
は
對 

j

象
.：界
の
再
獲
得
を
依
然
さ
し
て
財
產
て
ふ
經
濟
的 

1「

形
態
の
下
に
理
解
す
る
^

め
に
、
舊
來
の
所
苻
7J

法
即 

\

ち
私
有
財
產
に
自
ら
a

#*
的

機

能

ど

稱

す

る

財

產

を

對

立
さ
せ
た
。
然
も
此
機
能
：の
中
に
は
依
然
^
し
て
自
分 

自
#

の
®

質
的
力
を
®

明
し
且
.つ
之
を
實
現
せ
ん
ミ
す 

る『

興
味』

が
存
狂
し
てa

る
の
で
あ
る
9

而
も
。フ
ル
ー 

ド
ン
は
此
见
想
を
首
挺
ょ
ぐ
實
行
に
移
す
事
は
出
來
な 

か
つ
れ
の
で
あ
る
。
又
ブ
ル
ドー

ン
が
將
來
に
於
て
は 

勞
働
時
間
が
生
産
物
並
に
勞
銀
の
價
値
決
«
の
尺
度
ど 

な
る
で
あ
&

う
^

考
へ
て
ゐ
る
の
は
誤
»|

で
あ
る
。

マ 

ル
ク
ス
に
據
れ
ば
斯
炉
る
事
は
®
際
に
於
て
全
然
布
り

第
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I

一
六
四

得
な
い
の
で
あ
る
。
何
ぞ
な
；れ
ば
生
產
物
、勞
銀
、及

び

し

、
三
十
年
代
に
到
つ
て
興
び
ブ
ォ
ナ
&
ッ
タ
ィ
が
之 

賃
勞
働
の
購
買
價
値
は
最
早
存
在
し
な
く
な
る
で
あ
ら
を
*

蘭
西
に
移
植
し
た
，-
^
が
充
分
完
成
さ
れ
て
新
し 

ぅ
。
然
し
乍
ら
對
象
物
の
生
產
に
必
要
な
る
時
間
は
恒
|
::
:

き
世
界
狀
態
の
原
理
S

な
る
で
あ
ら
ぅ
、
是
に
於
い
て

刑
1 1

、及
び
强
制
は
除
去
せ
ら
る
る
に
到
る
で
あ
ら
う
。

に
對
象
物『

評
憤』
の
本
質
的
契
機
S

な
る
で
ぁ
ら
ぅ
。

( 1
:

接
の
物
質
的
生

—

I
產

：
に

關

し

：
て

は

 
>

.
對
象
が
生
產
せ
ヘ
一 

.
ら
る
可
き
か
、.
否
や
の
：：決
定
、

即

ち

對

象

の

價

値

の

決

：
一
 

定
は
、
本
質
上
、
そ
の
生
產
に
必
耍
な
る
勞
働
時
間
に
;'
.
 

依
存
す
4

。
：
何
ぐ
し
な
れ
ば
_社
會
が
自
&

を
人
間
的
^

構
| 

成
す
る
時
間
を
持
つ
や
否
や
は
一
つ
に
時
間
の
問
題
で 

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

愛
に
货
幣
制
度
に
於
：いv

其
頂
a

に
達
し
た
現
在
の
，：
 

實
生
活
の
非
人
間
性
が
永
：遠
に
消
滅
す
る
に
到
る
と
共 

に
商
業
，
金
餞
業f

賣
買
、
勞
働
、
及
び
質
勞
働
も
亦 

廢

止

：
せ

ら

る

る

事

ミ

な

：る

.
；̂

か
.
K

て
：富1«
ち
現
行
往
產
_
.
 

ヵ
^

對
す
る
社
會
の
支
，配
.か
貴
現
せ
ら
れ
、
國
民
の
欲
，
 

望
が
、
其
欲
望
充
俎
の
究
周
の
a

t

e
 

V」

な
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
 

換
言
す
.れ
ば
共
產
主
義
见
想
—

~

パ

ズ

ー

フ
が
案
出

何
と
な
れ
ば
是
等
の
も
の
は
人
間
的
態
度
せ
矛
盾
す
る 

も
の
で
あ
る
か
ら
。
人
間
相
瓦
の
諸
關
係
に
於
い
て
刑 

罰

V
J

な
る
も
の
，は
、
唯
だ
、
過
失
者
の
自
己
k

對
す
る 

刺
決
た
る
に
過
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
人
は
此
過
失 

者
に
對
し
”

他
人
が
彼
に
加
へ
た
外
的
暴
力
は
"
彼
が 

自
己
に
加
へ
た
暴
力
で
あ
る
ご
說
炉
な
い
で
、
寧
ろ
刑 

罰
の
自
然
的
救
濟
者
を
他
人
に
於
い
て
見
出
す
で
あ
ら

然
し
乍
ら
文
化
國
民
が
.單
に
學
理
的
敎
訓
、
精
神
的 

敎
化
に
依
て
の
み
人
間
的
高
所——

吾
人
が
此
達
成
を 

旣
に
此
の
時
代
に
期
得
し
て
ゐ
る
-

―

に
到
達
す
る
も 

の
で
な
い
斟
は
言
ふ
を
俟
た
な
い
。

番
寧
ろ
現
存
の
物 

質
的
カ
は
觅
に
又
‘他
の
物
質
的
力
に
侬
て
支
持
せ
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
、

M
想
だ
け
で
は
何
事
を
も
成
就
す
る
こ 

,w
;«
;

w

來
な
い
。
之
を
實
現
す
る
た
め
に
は
、實
行
的
力 

を
提
供
す
る
人
間
を
必
恶
^

す
る
、
而
も
！j

論
は
そ
れ 

が
民
衆
を
把
®

す

る

や

不

：！

や
物
質
的
カ
ド
f t
す
る
。
而 

し

て

吾

人

，
は
遠
か
ら
ず
之
を
期
#

す
る

«
が
出
來
る
ノ
一 

:s

人
は
今
革
命
の
前
^
立
づ
て(

ゐ
る〗

。
«

命
は
、」

そ
れ 

:

が
_

會

を

解

體

す

る

限

ヶ

，、
：

1[
:

會
的
ミ
な
ト
、
'舊
權
カ 

を

施
:«

す
る
限
り
政
治
的
:̂
:

な
ぢ
。
^

命
|
.般
|

現
ヾj 

行
植
力
の
顔
禝
、
並
に
舊
關
係
0

解
體
|

は

一

_

0

.j 

政
治
的
行
動
で
あ
る
o

ft

會
主
_

は
51
:

命
な
く
し
て
V 

~
 

之
.を
實
現
す
る
こ

^
を
觀
な
い
ャ
社
會
主
義
は
、
そ
れ
一 

が
破
壞
^

解

體

必

®

e

ず
る
限
り
、

政
治
的
行
動
'-
'
 

を
必
要
e

す
る
。
其
組
織
的
活
動
が
緖
に
就
き
、
其

自

i

 

己
|3

的
及
精
刺
が
發
現
す
る
に
到
れ
；ば

1 1
:

# ,
主
義
は
其 

政
允
的
被
殺
を
放
棄
す
:̂

に
到
る
。
か
く
し
て
國
家
な 

ぐ

，

貨
鈒
制
度
無
く
？
商
業
無
く
、：，.货
幣
な
く
、
人
間 

の
本
質
が
金
く
自
rt
i

な
る
發
苻
を
遂
ぐ
可
き
社
會
が
刟

造

せ

ら

る

る

で

あ

ら

ぅ

。

か
ぐ
の
如
く
無
產
赠
級
は
爾
今
、
世
界
の
運
命
を
擔 

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
■
い
C

而
も
無
產
階
級
は
此
役
割
を 

演
す
可
さ
能
力
を
具
備
し
て
：ゐ
る

.

。
何
e

な
れ
ば
今
日 

無
產
階
級
の
間
に
こ
そ
、
個
性
は
最
も
豐
か
な
發
展
を 

遂
げ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

『

罾
入
は
此
運
動
の
人
間 

:

的
崇
高
を
a

る
た
め
に
英
佛
勞
侧
者
の
知
識
慾
"
偸
理 

的
精
神
、
不
斷
の
進
步
を
學
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い』

。

來 

ネ 

來 

本

以

上五：！

人

は

マダ

ク
ス
の
體
系
が
如
何
に
そ
の
初
期 

の
槪
括
に
顯
れ
し
か
を
說
明
し
た
。
吾
人
は
觅
に
進
ん 

で
如
何
な
る
著
者
が
彼
の
見
解
に
影
響
を
與
え
し
か
を 

確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
吾
人
の
見
る

所
に
據
れ

ば
、
そ
は
、

へー

ゲ
ル
、

フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ッ

ベ
、
ブ
ル 

ド
丨
ン

及
び
ロ
レ
ン
ツ
。

シ
ユ
タ
ィ
ン
即
ち

之
で
あ
る

0

(

ニ)

マ
ル
ク
ス
對
へ

ー
ゲA

の
關
係
を
傅
ふ
可
き
確
實
な

s

m

一
 

六
五

浓
十
九
卷
：

i

四
八 

一)

謂

鶴

n

i

7

ll >



ャ4
卜
，し

签

u

p

 

.

.マ
' ^

ク
ス
社
會
學
說

0

趄
源
他
| -

之
に
對
す
る
へ
！
ゲ

:̂、
フ

 

存
1

3

一
六
六 

公

-

プ
1

厂
R

-

/

1

C
分
ィ
エ
‘

パ
-ン
ハ
、

シ
ユ
タ
ィ
ン
及
ぴ
ブ
ル

1

-ト
ン
の
影
盤
 

，
L

l

i

 

一
？

，

る
典
據
は「
資
本
論」

の
序
文
で
あ
る
"

其
處
で
謂
ふ
即
に
因
て
理
解
す
る

。J

ち

『

余
の
辨

®

法
は
へ
ー
ゲ
ル
の
辨
證
法
ヒ
は
正
し
く
即
ち
マ
ル
ク
ス
對
へ

I

ゲ
ル
の
關
係
は
同
時
に
從
麗 

反
對
で
あ
る
0

ベ
ー
ゲ
ル
に
取
り
て
は
、彼
が
!a

念

な

る

的

で

あ

ぅ

、
對
立
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
の
從
屬
的
關 

名
稱
の
下
に
獨
立
の
主
體
に
變
せ
し
め
た
所
の
见
輝
過
::
:
係
並
に
對
立
關
除
は
那
邊
に
存
す
る
か
を
決
定
す
る
事 

程
は
取
に
典
外
部
的
現
象
に
過
ぎ
な
い
所
の
、
®

在
の
一
が
必
要
ぞ
な
る
。
此
目
的
の
た
め
に
吾
人
は
、

へ
ー
ゲ 

创
造
者
で
あ
る
。余
に
於
い
て
は
之
ビ
K

對
に
、
觀
念
は
ル
の
辨
證
法
の
本
質
如
何
、

マ
ル
ク
ス
は
.其
如
何
な
る 

人
間
の
頭
腦
の
中
に
|1

換
.さ
れ
、
翻
_

せ
ら
れ
た
物
®

一
 

耍
素
を
承
認
し
、
如
何
な
る
駆
素
を
否
定
す
る
か
を
確

.
に
外
な
ら
な
い
。
.

.

.

.

.»

證
法
は
.：

へ
"
-

ゲ
V

の

手

中

|

觉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。：，

:

で
神
秘
化
し
た
が
そ
れ
は
決
じ
：て
、
彼
が
其
：一
般
的
運
，\ 

.
へ
丨
ゲ
ル
の
辨
證
法
は
"

世
界
舞
遨
の
®

々
れ
る
噹 

;-
;

動
形
態
を
特
に
包
括
的
意
識
的
方
法
に
依
つ
て
敍
述
せ，

噪
の
赀
後
に
は
果
し
て
一
個
の
內
的
な
.、
靜I

I

な
る
、
 

し
事
を
妨
げ
る
も
の
で
ば
5:

い
"

辨

證

法

は

彼

に

於

い

ー

秘

め

れ

る

1&
!

が

货

在

し

て

、

そ
0

裡

に

"

經

過

す

る

一 

て
.g

倒
し
て
ゐ
6

。
^

入
は
之
を
频
倒
し
て
以
て
神
秘
ー
切
の
現
象
の
根
本
的
動
力
♦か
保
有
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で 

的
外
殼
の
独
に
合
现
的
中
核
を
發
觅
し
ば
け
れ
ば
な
ら\

は
な
い
か
如
何
か
ビ
言
ふ
时
題
ド
關
聯
す
る
。
而
し
て 

な

い

：。

辨

證

法

は

其

合

_

的

形

態(-
:
,
於

い

て

は"

現

存

へ
I

ゲ
ル
は
答
へ
て

1

ふ
、
世
界
史
は
決
し
て
偶
然 

_せ
る
も
の
の
锊
定
的
理
解
を
含
ひ
ご
则
時
に
、
其
の
否
に
委
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
く
、
寧

ろ

『

自
を
知 

定
、
其
必
然
的
消
滅
を
含
み
\

且
0

-:
成

せ

る

形.

る
觀
念
の
光
に』

照
3

れ
て
稞
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

式

を

ば

蓮

動

の

流

轉

の

裡

に

:
、
::

即

ち

そ

0

經

過

的

方

面

ミ

。

此

事

實

は

疋

に

三

1

の

意

_

を

有

す

る

、

一

つ

は

日

ぐ

世

界

史

は

、
そ
の
中
に
事
物
が
不
斷
に
變
化
し
而 

し
て
永
遠
の
生
滅
が
行
は
.
る
る
所
の
S

1「

個
の
過
稲
を 

示
す
も
の
で
あ
る
。1::1

^ :

日

く

、
：

此
過
程
は
、
不
時
の 

退
步
を
な
す
事
あ
る
も
而
も
永
遠
U

は
一
つ
の
進
歩
、

低
き
；̂
:0

ょ
b

高
き
名

の

，，
へ.

の
上

昇
.

を
.示
す
も
の
で
*

I 

る
、
而
し
て
三
に
日
く
、
-

——

之
ば
へ

.

丨
グ
グ
に
，於

い

て

I 

特
に
詳
述
^

れ
て
ゐ
|̂
>

が

丨
-

歷
史
の
^

に
は
絕
SI

的 

理
念
が
實
現
せ
ら
れ
る
。
即
ち
.へ：，
丨
ゲ
ル
謂
へ
ら
、ぐ

、絕
 

對
的
现
念
は
永
遠
か
ら
存
在
し
で
"

實
在
の
中
に
：交
錯 

す
る

"

.

即
ち
一
切
の
現
實
的
：事
物
は
特
定
の
段
階
に
現 

は
れ
る
絕
對
的
现
念
め
®

像
に
他
な
ら
な
い
。
之
の
見 

地
に
立
て
る
彼
に
€

つ
て
>〗

.
人
類
の
歷
史
は
自
然
的
意
;
.
 

M

の
放
錄
ょ
夕

1

般
的s

由
，
へ：即
ち
主
觀
的
自
®

へ
0

| 

久
し
さ
に
苴
れ
て
發
城
す
る
敎
化
で
あ

-

る
。
朿
汴
は
唯 

單

に

唯

一
の
人
が
向
由
で
あ
る
こV

J

を
知
つ
て
ゐ
た
、
 

そ
し
て
其
事
だ
け
し
か
知
ら
な
い
。
，希
臘
羅
揭
の
世
.界 

は
數
人
の
人
が
自
由
で
あ
る
ご
も
を
知
つ
て
ゐ
た
。
そ 

:

第

十

九

卷(

四
八
三

)

し
て
其
だ
け
を
知
つ
て
ゐ
る
。
獨
逸
の
世
界
は
總
て
の 

人
が
灼
由
で
あ
る
琪
を
知
つ
そ
ゐ
た
し

、

そ
れ
だ
け
を 

知
つ
て
ゐ
る
。
最
高
の
_

出
、
即
ち
、
主
觀
的
自
由
は
«
 

人
が
刑
罰
を
恐
れ
る
た
め
に
で
は
な
く
、
寧
ろ
自
分
自
 

身
の
意
M

並
に
洞
察
か
ら
國
家
('
•
:
順
*

し
て
、
行
動
し
、 

法
則
に
服
從
す
る
時
に
始
め
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

::
■

へ
ー
ゲ
ル
の
歷
史
哲
學
は
革
命
的
方
10

#:
に

保

守

的
 

方
而
を
具
有
し
た
り
茶
命
的
方
而
^J

は
そ
れ
が
、就
中
事 

物
の
須
臾
性
を
提
示
し
、
世
界
史
の
解
釋
を
不
斷
の
生 

滅
過
程
の
中
に
觉
め
た
®

に
存
す
る
、
此
意
味
に
於
い 

て
ア
存
立
し
た
一
切
の
物
は
何
時
か
は
一
度
價
値
を
有 

し
ぬ
に
し
て
も
臟
て
消
滅
す
る
運
命
を
免
れ
な
い
。
之 

に
反
し
て
へ
ー
ゲ
ル
の
敎
義
の
保
守
的
方
而
ど
は
、
總 

て
の
社
#

階
段
を
其
時
代
に
對
し
て
必
然
的
の
も
の
、 

從
っ
て
合
现
的
の
も
の
、
從
っ
て
世
界
的
に
是
認
せ
ら 

る
可
き
も
.の
で
あ
る
S

考
へ
る
K

に
存
す
る
。
か
く
て 

又
實
在
せ
し
も
の
即
ち
嘗
て
存
在
し
㈨

も
內
的
必
然
性

第T
;

號

一

六
七

マ
ゼ
ク
：ス
社
贫
砑
說
の
起
源
並

1 :

之
|-
-

對

ヤ

る

へ
.一

ゲ
か
、

フ 

オ

ィ

H
V

パ
、ン
ハ
、

シ
ュ
タ
ィ
ン
及
、び
プ

; V
1

F

ン
の
影
響



の
根
據
か
ら
自
己
を
主
張
せ
し
一
切
の
も
の
は
理
性
的 

の
も
の
ど
し
て
證
明
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
へ
I

グ
ル
は 

其

の

結

論

ビ

し

て

ブ

口

シ

ャ

の

國

家

を

^

^

的

現

實

ど
 

し
て
の
1

般
國
家
の
模
型
と
稱
讚
し
て
ゐ
る
°

マ
ル
ク
ス
は
、
世
界
■史
的
發
観
に
關
す
る
へ
I

ゲ
ル 

の
學
說
か
ら
ニ
個
の
根
本
的
激
解
を
採
り
入
れ
れ
。
即 

ち
其
：の

I

つ
は
、
歷
也
は
生
滅
の
永
遠
の
過
程
^

表
明 

す

る

も

の

で

あ

つ

，
て

、

」

此

過

程

に

於

：
い

て

總

て

#]
々

の 

局

而

ば

縱

令

そ

れ

が

總

で

：
の

近

®

の

政

治

的

若

く

は

道

I 

德

_

槪

念

V
J

矛
盾
す
る
所
大
で
*

つ
て
も
、I
へ
無
條
件
的 

k

、
：必
然
的
に
、
相
對
的
i:

是l
i

せ
ら
る
可
き
も
の
て

|

,

:

.

.

.

.

.

 

'■ 

i

.

.

. 

.

.

.

. 

: 

. 

ノ

*

る
1.

ー
日
ふ
事
之
で
あ
る
。次
い
^

マ
ル
ク
ス
は
"
世

界

| 

&

的
過
程
は

1

個
の
®

步
的
の
よ
り
低
き
も
の
よ
り
、

ノ
 

よ
り
高
き
も
の
•へ

の

*

る

所

の

ー

發

胜

を

示

す

も

の

で

あ 

る
ど
な
す
へ
！
ゲ
ル
，の
^

解
を
自
分
の
物
と
し
た
。
第 

1

ニ
の
見
解——

即
も
世
部
史
的
發
展
0

法
則
^

關
す
る
；;:
: 

I
-

に
於
い
て
は
マ
ル
ク
ス
は
へ
ー
ゲ
ル
ど
は
疋
反
對

S

1

號

::

ハ八 

蓋
し
へ
！
グ
ル
は
、
此
法
則
を
、 

全
く
空
想
的
方
法
に
依
つ
て
、
絕
對
的
繩
念
の
自
己
發 

展
か
ら
•演
釋
し
た
の
に
反
し
て
、

マ
ル
ク
ス
は
全
：く
之 

S

反
對
の
見
解
を
表
明
し
た
。
即
ち
粗
抑
な
る
、
物
質 

的
の
生
產
は
其
の
發
屉
の：

個
々
の
方
面
に
於
て
人
類
の 

1.

切
の
觀
念
並
に
歷
史
的
發
風
R
.
對
し
其

の
決

定

的

契 

.

機
ビ
看
做
さ
る
可
き
も
の
で
あ
るW

。

斯
の
如

ぐ

へ
ー 

.

グ
ル
が
世
界
史
的
發
展
の
標
準
ヒ
し
て
提
起
し
た
理
a
 

主
義
的
運
動
法
則
は
嚴
密
な
る
唯
物
主
義
的
運
動
法
則 

に
變
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
這
般
の
戀
化
は
決
し
て
直
接
に
行
は
れ
た

も
の
で
な
ぐ
、
寧
ろ
ル
ド
ク
ィ
ツ
ヒ
®
フ
ォ
イ
エ
ル

パ
ッ
ハ

の
影
響
を
俟
つ
て
初
め
丁
：行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
の 

.薄

「

遨
督
敎
の
本
質」

は
當
時
の
人
々
に
ヵ
强
き
感
動 

を
與
ぇ
た
。
而

も

ェ
フ

V

 

H

ン
グ
ル
ス
の
言
明
す

る

所 

に
由
れ
ば

"

マ
ル
ク
ス
は

1

時
は
、

隱
れ
も
無
き
フ
ォ 

イ
エ
ル
バ
ッ

W

の
信
徒
皮
な
っ
た
の
で
ぁ
る
。

マ
ル
ク

笫

十

九

卷

(

四
人
沒)

マ
シ
ク
ス
社
#
舉
說
の
趄
颀
迆
1
1之
|:
對
す
る
人
丨
ゲ
ル
、
フ 

r
p ノ
炉
、

オ
イ
ニ
ふ
パ
^
ハ
、
シ
ュ
タ
イ
ン
及
び
*

K

ル
一
ド
ン
の
影
響

の
結
論
に
到
達
し
た
。

ス
が
、
人
間
が
觀
念
を
创
造
す
る
、
觀
念
は
、

へ
！
ゲ

.

ぁ
る
。
而
も
茲
に
吾
人
の
看
過
す
可
か
ら
ざ
る
は
、
僴
 々

ル
の
见
他
す
る
如
ぐ
決
し
‘て
：人
間
の
歷
史
を
決
宛
す
_る
の
人
間
其
自
身
は
決
し
て
人
間
の
本
質
を
表
明
す
る
祺 

も
の
;1

?
:
は
な
い
ふ
の
見
爾
を
懷
抱
す
る
に
到
つ
た
の
は
は
出
來
な
い
、
之
れ
這
個
人
間
の
本
質
は
寧
ろ
共
同
社 

1

つ
に
フ
ォ
ィH

ル
グ
マ
ぐ
^

衡
つ
の
で
ぁ
る
'0

同
時
:

會
の
裡
に
の
み
包
含
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
ぁ
る
ビ
の 

に
：彼
の
奋
艰
想
方
向
が
唯
物
主
義
的
遨
礎
の
上
に
建
設
：|
:.
;;

事
實
で
ぁ
る
。
何
と
な
れ
ば
孤
立
せ
る
人
間
が
決
し
て

せ
ら
れ
し
は
’

1

つ
：
に

彼

が

：
菩

人

0

宗
敎
的
：落
想
を
創 

0

せ
し
ょ
レ
高
き
本
質
は
單
に
吾
人
自
身
の
本
質
の
空 

想
的
反
映
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
$

の
フ
ォ
イ

「

エ
ル 

パ

ッ

ぐ
の
硏
究
0

成
果
を
採
用
せ
じ
に
由
れ
る
も
の
で 

あ
る
。
フ
：ォ
イ
エ
グ

^

ッ「

ハ
の
影
1?

を
觅
^
伃
細
に
決 

定
す
る
た
め
彼
の
體
系
を
考
察
し
て
見
や
ぅ
。
':

::
'

フ
；ォ
イ
.
エ
ルV

V

は
：
說

明

し

だ

^
*
の

信

仰

即

ち

人
 

間

の̂

想

的

、
：
天

國

的

地

位

の

_

#:
は

現

實

的

生

活

に
 

於

.1
:

"

必
然
的
に
人
問
の
否
定
に
導
ぐ
。
而
し
1:
彼
ば
更 

に
說
明
iu
fs
、
_
を
否
窀
す
る
I
事
は
、
人
間
の
否
定
を
否 

定
し
"

人
間
の
感
覺
的
"

现
實
的
、
從
つ
て
又
必
然
的
に 

政
治
的
\

社
會
的
地
位
$
の
交
涉
を
耍
求
す
る
所
以
で 

■

.

笫

十

九

卷

(

四
八
宄〕

マ
か
ク
ス
社

#

昂
說
の
起
源
他
| :

之
じ
對
す
ろ
へ
ー
ゲ
ゲ
、

フ 

オ
イ

H

ル
パ
ク
ハ
、

シ
ュ
タ
イ
ン
及
び
.フ
ル
ー
ド
ン
の
影
靱

觀
念
を
造
り
出
す
も
の
で
は
な
ぐ
、
寧
ろ
觀
念
は
喉
だ
、 

人
間
と
人
間
ど
の
通
信
か
ら
ゝ
人
間
士
人
間
ど
の
#

話 

か
ら
發
生
す
る
も
の
で
あ
る
.か
ら
：で
あ
る
。
槪
念
及
理 

性
は
共
同
ft

會
生
活
の
結

®
て
あ
る
。
フ
ォ
ィH

ルV

 

ぐ
は
謂
ふ『

ニ
人
は

r

人——

精
神
的
並
に
物
理
的
人
間 

丨
の
所
產
で
あ
る
。
人
間

i

人
間
ビ
の
典
同
社
會
は
眞 

1*

及
び
'.一
般
ft

.の
最
初
0

原
則
で
紅
纟
規
準
で
あ
る』

 

V
J

。
人
間
は
自
己
の
個
性
を
全
ふ
す
可
き
で
あ
る
が
而 

も
同
胞w

同
一
感
情
を
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

刺
己
主
義

S
共
產
主
義
？
：は
人
類
に
€

つ
て
不
可
分
の

も

の

で

か
る
。
か
ぐ
の
如
く
フ
ォ
ィ

H

ル
パ

ッ
ハ
は
共 

同
社
會
生
活
の
哲
學
者
で
あ
る
ノ
I

が

そ

れ
は
唯
W

に

第

三

號

〗

六
九



第

十

九

狯

C
C

四
八
六

少
ク
ス
社

#

舉
說
の
起
脱
池
に
之
に
對
す
る
へ
ー
ゲ
ド
、

■ 

.イ

K

パ
.

ハ
ク
ハ
シ
ュ
タ
ィ
ン
，及
ぴ
プ

—

^

ド
ン
の

#

響
.

笫
三
號

5

0

抽
象
に
於
て
然
か
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
彼
は
、
布
名
^
る 

:'

言
葉
';
0
'
途
方
も
無
く
典
同
妣
#

生
活
を
禮
讃
す
る
、
.日 

く

『

人
間
は
其
A

身

姐

俗

の

•
意

味

に

於

け

る

人

間

で

あ
 

る
、人
間
ど
人
間
、
金
士
汝
ど
の
統
一
が
神
で
あ
る
t

。
 

而
も
此
意
味
に
於
い
て
彼
は
沒
趣
味
と
思
は
れ
る
ま
で 

に
人
撣
の
相
瓦
關
係
.の
ft

迎
化
を
說
き
、
M

に
進
ん
で 

「

神」

を「

愛」

^

看
倣
す
K

到

つ

た

。
：
か

く

て

彼

が

斷

乎
 

€

し
て
積
極
的
に
邦
門
弟
を
驅
つ
て
、
生
活
及
®

踐
に
：
 

赴

か

。し

め

、

哲

學

を

人

間

の

問

題

と

な

す

と

均

し

く

人
 

問
を
哲
學Q

問
題v

j

な

す
-?
!

?
を

"

股

則

く

し

て

時

代

の
 

任
務
}
說
明
し
た
の
は
全
く
彼
の
學
說
の
而
拐
を
蹓
如 

た
ら
し
|め
-し
;/
-

以

で

，
あ

る
0
.
然
し
乍
ら
.フ
ォ
ィ
上
が
，ハッ
 

ハ
は
彼
の
體
系
の
實
踐
的
方
而
に
M
r

深
く
立
ち
入
る 

こ
ミ
を
し
な
か
つ
た
。
彼
が
代
表
が
し
人
本
主
■
 ——

 

彼
は
ほ
#

を
か
ぐ
师
ん
だ
—̂

は
實
際
に
於
い
t-
m

に 

<土
く
秈
象
的
の
も
の
で
あ
つ
た
。
彼
は
一
個
の
道
を
示 

し
て
吳
れ
た
。
し
か
し
彼
は
自
ら
此
道
を
步
ひ
た
め
.の

勞
を
採
ら
な
か
つ
た
の
て
あ
る
。

フ
ノ
ィ
エ
ル
パ
ッ
ハ
は

_

-エ
ン
ゲ
ル
ス
の

言
は
全 

,ぐ
當
つ
て
ゐ
る
が
!
.
人
間
か
ら
出
發
し
た
が
唯
だ
形 

式
上
現
實
主
義
的
で
?>

る
に

.

過
ぎ
な
い
。
而
も
此
人
間 

が
生
息
す
る
世
界
に
關
し
て
は
何
等
論
及
す
る
所
が
な 

い
。
此
人
間
は
恒
に
同
一
の
抽
象
人
で
あ
る

——

成
程 

彼
は
他
0

人
間
$
交
涉
す
る
が
併
し
他
の
人
間
も
總
て 

彼
向
身
同
樣
抽
象
人
に
外
な
ら
な
い
。

.

マ
ル
ク
ス
が

|

八
四
进
年
の
春
フ
ォ
ィ
エ
ル
パ
ジ
ハ

の

學

說

に

關

し

て

書

下

し

た

警

句

は

一

一

赏

の

意

味

に

於

い
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る

0
這
は
フ
ォ
ィ
エ
ル

パ

ク

、ノ

の
^

說
の
场
/i
r

、.

も
つ

w
.

.I
E

し 
/
\ 言
へ
ば
、
其
限
界
を 

ょ
ぐ

指
摘
し
て
ゐ
る
。

.『

フ
ォ
ィ
本
ル
パ
ッ
ハ
は

i

マ
ル
ク
ス
の
言
は
當
つ
：

て
ゐ
る
，

——
宗
敎
的
本
質
の
解
釋
を
人
間
的
本
質
の
裡 

に
觉
め
て
ゐ
る
"
が
人
間
的
本
質
は
決
し
て
各
個
人
に 

內
在
す
る
抽
象
體
で
は
な
い

o

彼
.

の
現
實
独
の
裡
に
は

,

社
&

的
諸
關
係
の
總
體
が
存
任
す
名
の
で
あ
る
。
而
し 

.
て
フ
ォ
ィH

:

ル
，V

ッ\

は
社
#
的
諸
關
係
の
總
體
を
究
め 

る
.J

I

な
さ
なs

か
'1

:,;

、

彼

は

人

問

の

眞

芷

の

本

質
 

即
ら

社
龠
的
人
叫
を
现
解
す
る
事
は
出
來
な
い3

そ
れ 

.
故
に
彼
に
a：
つ
て
は
—

.マ
ル
ク
ス
が
彼
を
非
«
す
る 

バ
が
如
く
一
—

人

問

的

本

贺

は

唯

跟

に

難

屬

ど

じ

て

の

み
 

:
即
ち
多
數
の
個
人
を
只

@;

雄
的
に
：結
合
す
る
，所
の
內 

的
な
、
：：沈
默
せ
る
普
遍
&

ビ
：し
て
0

み
理
解
さ
れ
る

W
 

於
出
來
る
の
で
あ
る
。

：

然
し
乍
ら
現
實
的
人
間
は
：旣
存
の
'世
界
に
於
い
て
、
 

特
足
の
環
®
の
下
に
特
牢
の
時
間
に
於
：て
行
_

す
：る
。
 

を
れ
故
に
現
實
的
人
間
&;

迦
解
す
る
：た
め
.
に
.は
歷
史
に 

於
い
て
赏
際
に
行
動
す
る
儡
す
：る
の
：人
問
を
觀
察
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か

く

て『

杣
象
人
の
禮
拜
に
代
ふ 

る
に
、
現
實
的
人
問
及
を
の
，歷
史
的
發
展
に
關
す
る
科 

m
-1

を
以
て
す
^

き
で
あ
る
。

フ
ォ
ィ
.工\

 

\

ッ
.ハ
.を
越 

え
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ

'ノ

の
兄
地
を
繼
績
し
な
け
れ
ば

b

ら
ぬ
X

JI
.

ン
ゲV

ス
：>
、
而
も
此
れ
正
に
マ
，
ク
ス
の 

成
就
せ
んW

企
し
所
で
あ
る
。
フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ク
ハ
が 

I

マ
ル
ク
ス
は
說
明
す
る
I

宗
敎
的
世
#

の
解
釋 

.
を
そ
の
現
世
的
遨
礎
.に
觉
め
た
0

は
正
し
い
>

が
彼
は
、
 

j
.

此
仕
事
が
完
成
せ
ら
れ
た
後
に
於
い
て
も
尙
ほ
、
主
要 

事
が
依
然
と
し
て
収
殘
さ
れ
て
ゐ
る
こ
ミ
を
看
過
し
て 

{

ゐ
る
。：即
も
彼
は
正
に
宗
敎
的
自
己
超
脱(

宗
敎
的
、
想 

I:

像
的
仳
界
ど
現
實
的
世
界
i

の
世
界
の
重
祓
化)

：が
現 

,
.
:世
的
世
界
の
自
己
分
裂
及
§.

己
矛
盾
か
ら
の
み
說
明
せ 

ら

'
 

る
可
き
も
の
な
.
る
事
を
1
不
1!

す
^

.

&
で
あ
る
■『

か
く 

\

へ

て
現
世
的
世
界
は
第
一
に
は
そ
の
矛
盾
に
於
い
て
迦
解 

I

せ
ら
る
可
き
で
あ
り
次
ぎ
に
は
、
此
の
矛
盾
の
排
除
に 

'

依
つ
て
革
命
化
せ
ら
6

对
き
で
め
る』

(

マ
ル
ク
ス)

。
获 

に
吾
人
は
フ
ォ
ィ
十
ル
バ
ッ
ぐ
の
杣
象
的
人
本
論
が
如
何 

に
し
て
眞
IE

の
人
本
論(

マ
ル
ク
ス
は
當
時
自
說
を
か 

1

く
呼
ん
だ〕

に
變
じ
^

，
か

を

明

瞭

に

看

取

す

る

事

が

‘出 

而
て
眞
JH

の
人
本
論
ミ
は
唯
物
史
觀

第
三
號
一
七
一

來
る
の
で
あ
る
。

〜

卜

\
 

マ
ル
グ
ス
社
份
學
說
の
起
源
並
1
1之
1
1對
す
る
へ
ー
ゲ
ク
、
フ 

灸
-
r
T
N
l

f

 

ノ

こ

オ

ィ
H

?v

パ
ク
ハ
、r

V

ユ
タ
ィ
ン
及
び
プ
ル
ー
ド
ン
の
影
響



か
ク
ス
社

#

學
說
の
趄
源
迪
ド
之

.
*し
對
す
る
へ
ー
ゲ

JV

、
 

イ
H

fl
/

パ
ク
ハ
、！シ
ュ
タ
ノ

—

ソ

及

び

プ

ド

y
の
影
響

笫

十

九

胳

(

叫
八
八)

0

別
名
に
外
な
ら
ぬ
。
.マ
サ
リ
ィ
：ク
が(

そ
の
著『

マ
ル 

.

ク
ヌ
主
義
の
哲
學
⑽
、
»

#
學
的
$

礎』

：に
於
ぃ
て)

、 

マ
ル
ク
ス
の
實
說
論
の
特
徴
は
そ
れ
が
杣
象
的
に
©
學 

す
る
の
を
骼
め
、
而
し
て
4:
|
.
體
的
に
'

即
ち
、
そ
の
經 

が
的
«

問
に
依
つ
て
.哲
學
す
る
所
に
*

す
る
，
フ
メ
ィ

.
 

エ
ル
づ

ハ
は
恒
に

.杣
象
的
対
學
者

€
レ

て
![
:

ま
つ
た
、
 

之
に
反
し
て
マ
ル
タ
ス

11

經
濟
學
に
於
い
て
粗
學
し 

た
，
と
言
べ
る
は
蓋
し

^

評

で

ぁ

，
る

。

以
上
に
據
て
吾
人
は
マ
^

タ
ス
^
對
す
る
フ
ォ
ィ
エ 

ル
バ
グ
，
ノ

の
影
響
の
免
局
的
挪
■

總
括
し
や
ぅ
o

不 

取
尙 
>
 

:マ；
ル
.
ク
ス
はt

v

オ
イ
一
ェ

s

i

 

一
 

七 

ニ
 

つ
た
。
而
し
て
此
處
に
こ
そ
マ
ル
ク
ス
と
フ
ォ
ィ
エ
ル 

パ

ッ
ぐ
ビ
の
道
は
！
：然
分
た
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
ツ
ォ 

ィ
ェ
ル
パ
ッ
、ノ
の
f t
會
的
體
，系
は
依
然
と
し
て
貧
血
的 

で
、
而
も
架
空
的
原
理
の
域
を
脱
せ
ざ
る
に
反
し
て
、

一
マ
：ル
ク
ス
は
事
實
上
、
社
龠
的
發
展
、
資
本
主
®
の
近 

|

代
世
界
並
に
新
し
さ
现
想
社
會
の
組
織
に
關
し
て
、
遠 

―
大
な
る
思
想
を
懷
抱
す

る
に

到
つ

.

た
。
彼
が
其
の
好
く 

之
を
な
し
た
の
は
少
く
ビ
も
一
つ
に
、

p 

x

ン
ツ
”
シ
ユ 

;

タ

ィ

ン

の

考

『

«

蘭
胃

«

れ
の
社
會
由
_
及
共
產
主 

j  

/義』(
一.

八
®
ニ」

及
.フ
r̂

ド
ン
の
著『

財
產
ビ

.

は
何
ぞ

.

.

.

.•グ
ル
の

©
系
を
永
.遠

4 :
^
服
し
て
、：

獅
逸
粗
學
の
理
想 

生
義
的
歷
史
觀V 」

袂
を
分
つ
た
。
更
に
マ
ル
ク
ス
は
フ
ォ 

ィH

ィ
パ
ッ
ハ
に
促
^
れ
て
人
間
を
總
て
の
觀
念
の
創 

造

者

逢

；へ
、
結
局
マ

M

A
ス
は
フ
ォ
ィ
パ
土 \

 

\

クX

 

に
依
つ
て
、
社
會
的
人
問
、
：
八
問
的
典
同
师
會
を 

一
 ̂

の
科
學
的
、
政
治
的
考
察
の
最
高
目
的
ど
認
め
る
に
到

'

ハ'
^

依
て
.
へ
1

\
や1

(
1

八
四
〇)

の
ニ
著
の
研
究
に
俟
つ
所
大
で
ぁ
る
。

I
.
.；

シ
ユ
タ
ィ
ン
の
著
書
^
^
マ
ル
ク
ス
は
明
に
之
を

經
濟
的
階
敍
の
軋
8

に
覓
め
、
.
而

し

.て

共

產

主

義

を

無
 

產
階
級
の
鞀
學
ビ
解
し
れ
の
で
ぁ
る
。

シ
ュ
タ
ィ
ン
は

:近
代
的
社
會
運
動
の
本
熨
に
對
す
る
諸
般
の
深
奧
な
る

雅
察
:0
:材
^r

の
夙
('
:

ナ
.ン
>
.シ
モ
.
ン

ょ

ぅ

リ

ル

ィ

。
ブ

ラ

ゾ:

に
到
る
偉
大
な
る

»
蘭
西

«
會
主
義
者
に
存
す
る

yし

を
認
め
た
。
併
し
'>

之
等
の
«

會
虫
義
者
の
見
解
は
、

ス
户
タ
ィ
ン
が
犀
利
な
る
_
證
法
に
由
て
典
原
现
を
展

開
せ
し
め
た
事
に
比
す
れ
ば
遙
か
に
明
®
の
度
を
缺
い

て
ゐ
た
。
而
し
て
マ
，？

ス
は
諸
ft
M

西
社
#
主
義
者

の
著
作
に
先
つ
て
シ
ュ
タ
ィ
ン
の
著
書
を
：«

破
し
た
。

吾
人
は——

旣
に
ハ
ス

V

ッ
ハ
、
及
び
べ
テ
‘
。
ス
ト
ル

|

識
り
ノ
其
出
版
後
仔
獅
に
之
を
硏
究
し
た
I

は
無
產 

.

階
級
を
以
て
特
殊
の
近
代
的
現
象w

認
め
、
有
庫
階
級 

ど
無
產
階
級

S
の
對
立

t
十
九
世
紀
の
最
も
重
耍
な
る 

現
象
.ど
看
倣
し

"
近
代
的
政
治

S
產
業
的
發

M
ビ
の
關 

係
を
明
瞭
に
認
識
し

.、
諸
般
の
政
治
的

H

f
の
®
因
を

.

— 

^
-
1
1̂
=1
5̂,
.
,
! -
- 

■'
 
.

.
_
l
i
p
.
r

然
し
乍
ら
マ
ル
ク

.

ス

を

®

會

.主

義

に

改

宗

さ

せ

た

者
 

は
！

此
事
實
を
最
初
に
注
目
し
れ
の
は
レ
キ
シ
ス
で 

あ

る

！

ブ

ダ

ー

ド

ン

で

あ

る

。

勿

論

此

處

で

問

題

ぐ

し

h

1

グ
ぅ
が
之
を
カ
說
し
て
ゐ
る
が
！

マ
ル
ク
ス
が
此 

.

W

か

ら

最

も

大

な

る

刺

激

，を

受

け

、

シ

ユ

タ

ィ

，
ン
.
の

推 

論
に
倣
つ
て

"
#:

敏
な
る
考
璐
に
曲
り
、近
世
階
級
鬪

0
 

及
び
政
治
觀
に
於
い
て
は
，ス
タ
ィ
ン
の
杣
出
し
た
結
論 

ょ
ら
遙
か
に
®
ん
だ
獨
自
の
歸
結
に
到
達
せ
し
襄
を
認 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

笫
十
九
卷
‘(

四
八
九)

才

ク
ス
社
#

舉
說
の
®

源

他

に

之

に

劉

す

る

へ

ー

ゲ; v
l.
:

s

H

ルグ少ハシ

*

1

タ
イ
ン
及
び
フ
少

I

ド
ン
の
影
響

な
る
も
の
は
•單
R

社
會
主
義
一
般
へ
の
改
宗
の
.意
で
め 

1

0

て
マ

V

ク
ス
が
嘗
て
•フ
ル
ー
ド
ン
の
信
徒
で
あ
つ
た 
I
:

靡
を
言
ふ
の
で
は
な
.
い
。
マ
ル
ク
ス
が
未
だ
全
く
社
會 

|

主
義
者
で
は
な
か
つ
た
時
代
旣
に
ラ
ィ
ン
新
聞(

一
八 

|

四
ニ
年
十
月
十
六
日
、
ニ
八
九
號)

に
於
い
て
、

マ
ル 

|

ク
ス
は

『

ア
ゥ
ダ
ス
ブ
ル
ダ

一

般
新
聞

』

k

向
け
た
：聲
明 

I
.

の
中
に
次
の
如
く
書
い
て
ゐ
る
。『

ル
ル
I

、
コ
ン
シ
デ 

;:ラ
： .

ン
；
の

著

書

"

殊

中

ブ

ル

ー

ド

ン

の

聰

明

な

る

著

番

の
 

如
き
は
決
し
て
一
時
の
皮
相
的
落
想
の
好
く
之
を
批
評 

一
し
得
る
所
で
は
な
.い

、寧
ろ
積
年
の
、
徹
底
的
硏
究
を
俟 

づ
て
初
め
て
好
く
之
を
批
砰
し
得
る
の
み
で
あ
る』

ど
。 

り
而
も
此
處
に
驚
く
可
き
街
a

が
示
さ
れ
て
ゐ
る
、
即
ち 

:

共

產
主
義
思
想
の
理
論
的
實
現
に
は
眞
疋
の
危
惧
が
伴 

ふ
、
蓋
し『

思
想
は
聰
明
に
依
て
吾
人
が
之
を
党
服
し
、

第
三
號

ー
七
三



マ
ニ
.

し
、
^

: 

- 

.~\
t
3
r 

L 

O

 

ノ 

.；
マ̂

ク
ス
)!
1

1

#

說̂
.の
越
泥
並
1«

之
1
2.
對
す
る
へ

 

I

ゲ
.
V 

フ 

存
'
-
一

 

l

J

】

iy
?l
.
 

鈈
十
ブ
4

(

^
ブ
し
し
介
ィ
ェ
产
バ
ッ
ン
ノ
シ
ユ
タ
ィ
ソ
及
ぴ
プ
少
丨
ド
ン
の
影
響 

i
-i
s
i

:
ス
.
ミ
ス
、
タ
カ
ル
ド
ぃ

 

'フ
.リ
エ

I

、
ナ
ン

*

シ
モ
ン
、最

後
に
ブ
ル
ブ
ド
ン
と
な
し
て
ゐ
る
。
勿

論

ブ

T

ド
ン

感
情
に
依
て
之
を
領
有
し
、
而
し
て
悟
性
は
之
に
あ
る 

に
侬
て
良
心
を
練
磨
す
る
の
で
あ
つ
て
、
吾
人
の
心
靈 

を
破
毀
す
る
z

な
く
し
て
、「 /

E
I

ら

之

を

奪

ひ
;^
る

事 

の
出
來
な
い

0
0
て
あ
り
、
A

II
O

が
之
に
：服

從

す

る
R
 

依
て
の
み
之
を
览
服
す
る
事
の
出
來
る
藤
魔
.で
^
る
か 

ら
で
ふ
の
る
:0』

^

0

. 

. 

■ 

,

.

.
然
し

^
ら
ノ
マ
ル
ク
ス
は
極
め

.て
，僅
；少

の

經

濟

學

を 

a
ん

.で
®
た
に
過
ぎ
命
夂
未
だ
做
ほ
社
龠
主
義
の
信
徒 

ビ
な
マ
で
は
居
な
か
つ
れ
當
時
に
於
い
て
、
一
ブ
ル
丨
ド 

ン
の
财
產
諭
は
旣
に
彼
を
魅
惑
1>

た
。
菩

人

は『
ラ
ィ 

ン
新
聞』

を
穽

_
し
て

1 1
1
^
:そ
の
痕
跡
を
尋
ね
や
ぅ
。
 

:
1
<四
三
年
マ
ル
ク

.ネ
は

«
» :
學
及
»
#
主
義
の
硏
究 

じ
手
^ :
染
め
た
。
彼
が
社
會
主
鶉
に
改
宗
し

i

時
" 

到
達
し
れ
歸
結
はr

八
四
四
部
著
し
れ「

爾
聖
家
族」

に 

於
い
て
之
を
窺
ふ
事
が
出
來
る
。

 

：

マ
,

ク
：
ス

は

本

書

に

於

い

:1
'
經

濟

學

說

發

逹

の

大

な
 

る

時

期

を

'
說

明

し

て

、

蜇

商

主

義

考

、

重

農

主

義

者

、

.

の
學
說
は
決
し
て
終
简
的
の
も
の
で
は
な
い
。
事
ろ
彼 

の
學
說
に
依
つ
て
克
服
甘
、b
れ
た
經
濟
學
の
前
提
に
依 

一

然
ミ
し
て
尙
囚
は
れ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
二
切
の
科
學 

i

の
批
判
は
必
然
"
經
濟
學
の
特
定
の
前
提
に
阎
は
れ
て 

j

 

:

ゐ
而
も
經
濟
學
の

見
地
ょ
b

經
濟
學
を
批
判
せ

し
者
ブ 

ル
ー
ド
ン
の「

財

產

は

何

ぞ

や」

を
以
て
嚆
矢
S

な
す 

一
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
ド
ン

の
著
作
は
、
縱
令
其
立
脚

a 

が
歷
史
的
に
は
是
認
せ
ら
る
可
き
も
の
な
.
る
^

せ
ょ
、

\

而
も
學
問
的
に
は
、

ブ
ル
ー
ド
y

の
見
解
に
表
は
れ
た 

j
經
濟
學
の
批
判
を
以
て
，一
賞
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
寒
に
此 

i

新
し
き(

將
來
の)

仕
■
は
ブ
ル
ー
ド
ン
自
身
を
俟
つ
て 

初
め
て
好
く
成
し
遂
げ
ら
れ
た
0

で
あ

る

。

斯
の
如
く
此
處
で
マ
ヶ
ク
ス
は
、

率
阖
に
、
經
濟
學 

の
終
周
的(

即
ち
彼
の)

枇

刺

が

•フ
ル
ー
ド
ン
を
俟
つ
て 

初

め

て

好

く

成

し

遂

げ

ら

れ

f

e
ビ

言

o

て
ゐ
る
タ

マ

^
ク

ス
は「

神
®

家

族」

で
.通

々

プ; '
/
I
ド

ン

の
著 

.
作
に
論
及
す
る
。彼
は
謂
：ふ
、總
て
經
濟
學
の
發
展
は
私 

有
^-

掘
ゼ
前
提
と
す
る
。遺
ff
l

の
很
本
的
前
提
は
、
經
濟 

學
に

ど

つ

て
は
何
等
之
れ

以
上
の
银
盤
を
要
せ
ざ

る
、 

银
‘ふ
对
か
ら
ざ
る
雄
®

で
あ
つ
て
、
遨
に
セ
ー
が

無

造
ノ 

作
に
之
.を
認
め
て
ゐ
る
樣
に
>
.
經
濟
學
は
啦

偶

然

に
之

I 

に
論
及
す
る
だ
け
で
あ
る
。- 『

ブ
ル
ド
ゾ

は
今
"
此
經
濟
一 

事
の
®

礎
即
ぢ
私
有

财

產

汶

對

し

，て

批

判

的

褕

討

而

も

!

| 

最
初
の
最

も

徹
底
的
な
、忌
撺
な
き

、
同
時
に
科
學
的の

：： I

 

檢
討
を
加

へ

た

。
這

は

寒

‘に

彼

が

爲

し

た

ニ

大

科

學

的

一
 

進
歩
に

し

て
而
も
此
進
步
は
經
«

#

.に
3:
#

を
起
し

，；

.
，
j 

眞

：の
：
經

濟

學

を

，
初

め

^

可

，能̂

ら

し

む

る
所
以
0

も

の

j

 

で
あ
る

？

•フ
ル
ド
ン
の
著
作

「

財
*
ど
は
何
ど
や

」

は

」

 

近
1 1

)
聪
濟
辱
に

_

し
て
、
'
丨ス
の

「

第
三
階
級
ビ 

は
佩
ぞ
ゃ」

が
近
貴
政
治
學
に
對
し
て
苻
す
る
と
同
一

lh

っ
れ
他
の
諸
經
濟
學
者
達
ビ
反
對
に
、
♦フ
ル‘—

ド
ン 

は
私
有
財
產
其
者
を1

般
が
に
、
總
て
の
贫
闲
の
创
造 

名
で
あ
る
S

論
じ
れ
。
從
來
の
經
濟
學
は
1

见
、
私
宿 

財
產
の
運
動
が
國
民
の
れ
め
に
造
つ
た
士
思
は
れ
る
所 

の
富
か
ら
出
發
し
て
私
有
財
產
雛
饑
の
见
解
に
到
達
し 

た
.:0

プ
ル
ド
ン
は
之w

反
對
吃
經
濟
學
の
裡
に
能
辨 

的
に
隱
匿
せ
ら
れ
た
方
而
即
ち
私
翁
財
產
に
由
て
造
り 

.出
さ
れ
れ
贫
困
か
ら
出
發
し
て
私
有
財
產
丧
定
の
M

 

0

 

に
到
達
し
た
。
私
有
財
產
の
最
初
の
批
判
は
必
然
"
私 

有
財
產
の
矛
盾
に
充
ち
た
本
質
が
1

人
問
的
感
情
を
®: 

接

に

反

逆

せ

し

む

る

如

き

形

態

を

採

つ

、
て

a

は
れ
て
ゐ 

る
事
實
'

即
ち
貧
闽
並
に
不
幸
の
事
實
か
ら
出
發
し
な
.
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ブ
ル
ー
ド
シ
は
這
個
の
W

實
S

私 

有
財
產
ぞ

.

の
.

間
に
は
內
部
的
結
合
の
存
す
る
こ
士
を
認 

め
る
.
何
と
な
れ
ば
彼
は
，正
し
く
此
fe
^

の
#

.
す
る
故 

を
以
て
、
贫
困
を
廢
北
す
る
代
め
に
私
有
財
產
を
廢
北 

せ
.ん
>
;
0'欲
す
る

0

で
あ
る
か
ら
で
あ
る

o『

ブ

\

丨

ド

ン

第

三

號

七

七

五

の
意
義
を
持
つ
て
ゐ
る
。

.

只
雄
に
各
個
の
私
苻
财
產
を
部
分
的
に
攻
擊
す
る
に

.

.
.̂

卜
^

/-'
好 

i

41
.
P
. 

I. 

ノ
、

,

ク
ス
社
會
^

|1
1
:
の
tl
i

源並
！ .！

之
.！！
對
す
る
へ
.
1

ゲ
.か
，
一

A 

‘ジ
ギ
广

Si

ブ一

し

オ
ィ
エ
シ
パ
夕
ハ
、
シ
エ
タ
ィ
ン
及
び
ブ
ト

—

ル
F

ン
の
影
響



:
、
第

十

九

卷(

四
九

5
. 

u

=

f
: I

!

f

K

f

^T f
s

^

l

l

i
フ

第

三

跳

，

.一
七
六

は
勿
論
を
れ
以
上
の
事
i

な
し
た
、
，即
ち
彼
は
資
本
の
.

い
。
即
ち
ブ
ル
ー
ド
ン
の
著
作
の
論
述
中
疑
間
の
中
心 

運
動
が
如
何
に
し
て
貧
困
を
造
り
池
す
か
を
詳
細
に
論
ぐ
.

は
、
即
ち
勞
働
者
は
私
有
財
產
■

め
に
其
の
生
産
物 

證
し
允
。』

.:
:

,

の

一

部
を
、
小
作
料
-

賃
貸
料
、年
金
、
利
子
、
刹
澗
若
く

ブ
ル
ー
ド
ン
の
倬
大
な
る
歷
史
的
意
義
は
ノ
彼
が"  

堪
な
る
批
評
に
l h
ま
ら
ず
稍
々
す
れ
ば
危
險
を
も

®

&

；

す
底
の
利
#
、
..
.か
ら
書
い
た
匕
言■ふ
事
'實
か
ら
明
確
に
：ノ
 

. 

窺
は
れ
る
。
.『

ブ
V

Iド
：ン
は
取
に
無
產
階
級
の
た
め 

.に
書
^
*
の
で
は
な
い
、
'
彼
自
身
•フ
ロ

.レ
タ
リ
ァ
ー
ト
てj 

.あ
り
勞
働
者
で
あ
る
。
,彼0
著
#
は
#
蘭
西
無
產
階
級| 

の
學
問
的
宣
言
で
あ
る
。

』

丨
：

而
ら
ば
當
時
マ
ル
ク
ス
は
何
を
以
て
、

ブ
ル
ー
ド
ン

; 

r
の
_

時
代
的
の
、
料
學
的
の
、然
眞
個
の
經
濟
學
を
.，
 

可
能
^

ら
し
必
た
著
書
、

の
長
所
ど
な
し
た
の
で
あ
る
一 

か
。
次
の
所
說
は
裳
に
這
般
の
消
息
を
語
る
も
の
で
あ 

る
？
日
く r

利

子

制

度

及

刺

潤

制

度

に

關

す

る

ブ

：

ル

ー

ド

：

，：： 

ゾ
の
論
述
は
ブ
ゲ
ー
ド
.
ン
の
最
も
：®

要
な
る
論
述
で
あ
.
 

る』

S

。
論
者
は
此
處
で
.次
の
事
實
を
附
言
し
て
置
き
度

は
企
業
利
得
て
ふ
名
自
の
下
に
財
產
所
有
者
に
交
付
す 

I

.-
事
を
餘
儀
な
く
せ
ら
る
る
。
此
財
產
所
有
者
に
落
ち
て 

行
く
生
產
物
の
部
分
は

一
方

者
の
詭
m

c

權
ヵ
ど他方 

者
の
無
智
ミ
無
ヵ
ビ
に
蕋
く
も
の
で
ぁ
る
、

_

斯̂
の
如 

く
し
て
財
產
所
有
者
は
何
物
を
も
交
換
す
る
こ
ミ
な
ぐ 

し-t生
產
物
を
獾
得
す
る
.

も
の
：な
る
が
故
に
、
財
產
所 

肓
者
を
盜
財
ぞ
看
做
し
て
ゐ
る
ぞ
言
ふ
點
に
存
す
る
。

:吾
人
は
上
述
せ
し
所
に
據
ク
、
如
何
な
る
經
濟
的
著 

作
が
管
に
マ

ル
ク
ス
に
最
大
の
影
響
を
及
ぼ
せ
し
の
み 

な
ら
ず
同
時
に
彼
を
社
會
主
義
に
趨
か
し
め
し
や
に
關 

し
て
は
最
早
殆
ん

r
疑
問
の
存
す
る
餘
地
は
な
い
と
信 

.

.

ず
る
。
ブ
ル
ー
ド
ン
が
そ
の「

財
產
^」

に
於
い
て
展
辑 

し
た
學
說
於
マ
ル
ク
ス
を
し
て

全
く
新
個
の
見
解
を
抱 

く
に

到
ら
し
め
し
事
は
、

マ

ゲ
ク
ス
自
身
の
也
«•
白
す
る

處
に
據
つ
て
、
爭
ふ
可
か
ら
ざ
る
程
明
白
で
あ
る
o

マ
产 

ク
ス
が
舊
來
の
經
濟
學
は
縱
令
.當

時

に

於

：
い

て

は

歷

史
 

::

的
に
是
認
せ
ら
る
可
き
も
而
も
、
：今
や
全
く
不
完
全
で 

あ
り
、
從
っ
て
之
に
代
ふ
る
に
新
し
き
無
產
階
級
の
®fc
-
 

會
主
義
的
科
學
を
以
て
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
の
#
»
を 

明
が
に
し
た
の
は
、
®

に
ブ
ル
1

.

K
ン
れ
著
臀
の
御
陰 

で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
論

英

：ャ
,
ク
ス
は
該
書
の
内
容 

、
に

，
於

い

，
て

は

ブ

ル

I 

r

ン
，
の

見

解

に

全

く

賛

||
1

]
す
る
事 

:
は
出
來
な
か
づ
た
。
然
し
彼
は
社
會
科
學
の
進
歩
を
促 

す
た
め
に
.
は
、
必
ず
や
、

.

偉
火
な
る
フ
ラ
ン
ス
の
悤

«
 

-
家
を
顧
み
び
け
れ
ば
ひ
ら
な
い
事
を
信
じ
て
疑
は
な
か 

つ
た
。
ブ
ル
I

ド
ン
に
依
つ
て
、
ブ

v

丨
ド
ン
を
超
へ 

て

—

菩
人
は
斯
樣

a

言

葉

に

依

つ

て

.常

時

に

於

け

る
 

マ
ル
.
ク
ス
の
精
神
的
鬪
爭
を
表
す
事
が
出
來
る
。

ブ
ル
ー
ド
ン
の
影
響
は
典
外
又
、

マ
ル
ク
ス
が
國
家 

興
者
に
對
し
て
向
け
た
反
®

の
中
に
全
く
歴
然
i

之
を 

,
ig

め
る
事
が
出
來
る
。恰
も
ブ
ル

I

ド
ン
が
>
總
て
の
國 

;

i

 卷 

1

5

:

 

s

a

u

f

l

j

家
形
1

を

其

の

保

守

的

な

る

ふ

、
自

由

的

な

る

ビ

、
民

主 

的
な
る
ど
に
論
な
<

r

之
を
放
棄
し
て
、
結
局
、
民
衆
の 

，奴

隸
制
及
び
社
會
的
禍
根
の
廢
止
は
國
家
を
廢
止
す
る 

一

事
に
依
て
始
め
て
好
く
之
を
な
す
事
が
出
來
る
^
の
歸 

\

結
に
達
せ
し
ど
蚤
く
同
樣
に
、

マ
ル
/
ク
ス
も
亦
當
時
此 

.

點
に
於
い
て
は
正
し
く
ブ
ル
ー
ド
ン
の
信
徒
で
あ
つ
た 

.靡
は
次
の
原
理
を
彼
が
宣
明
せ
し
事
を
以
て
見
る
も
明 

|

か
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
次
の
如
き
原
則
を
宣
明
し
た
0 

0 

I

家
の
存
在
は
永
遠
に
奴
隸
の
存
在
を
其
倏
件
C

す
る
。

.

國
家
は
貧
困
を
除
去
す
ろ
事
は
出
來
な
い
。
蓋
し
貧
因 

を
眞
に

廢
lh

せ
る
た
め
に
は
國
象
は
其
自
身
を
倣
廢
し 

I

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
ど
な
れ
ば
禍
根
の
存
す
る
所 

は
國
家
本
質
で
あ
つ
て
特
足
の
國
家
形
態
で
は
な
い
。
 

而
も
多
く
の
革
命
家
は
之
を
#
定
の
國
家
形
態
に
觉
め 

.

從
つ
て
之
に
代
ふ
る
に
他
の
國
家
形
態
を
提
議
せ
ん
ど 

欲
す
る
。
貧
困
が
除
去
せ
ら
る
可
き
な
ら
ば
先
づ
國
家 

其
者
が
廢
止
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ビ
。

之
I:
.
料
す

t
C

へ
！

ゲ
シ
、

フ
；
.
. 

t 

1

丨
 

乃
び
：ブ
.丨

シ

ド
 

>

 

の

影
！

1

 

分

口

號

一

七

七



マ.ル
クK

社
會
學
說
の
趄
源
並
.

i

之
に
對
す
る < 

1ゲ
沁

•一
 

オ
イ
H
;v
パ
タ
ハ
、
シ
ユ
タ
イ
ン
及
び
プ

I 

Yド
ン
の
影
^

笫
卞
九
卷

.

(

四
九

S

 

遮
莫
尙
マv

ク
ス
は
、
彼
が
未
だ
自
己
獨
狩
の
餘
剩( 

價
値
說
を
般
開
す
る
に
到
ら
な
が
つ
穴j

八
四
四
年
旣
'
 

に
資
本
に
依
つ
て
招
來
せ
ら
れ
し
贫
困
に
關
す
る
ブ
ル 

ド
ン
の
學
說
R

對
し
て
、
更
に
蜇
要
な
る
意
義
を
有
す 

る
新
學
說
を
附
加
し
巧

-
即
：ち
資
本
主
義
は
啻
に
貧
闺 

に

〒

の
.
み
な
ら
ず
又
其
ば
苦
惱
せ
な
階
級
に
？
ブ
ル 

ジ
.
.ソ
社
會
の
海
壞
,l
h

ハ
齑
社
龠
の
姐
設
を
訊
容
し
，
然 

>
、
必
然
的
に
之
を
强
制
す
る
所
の
諸
條
件
を
與
ふ
る 

事
に
依
つ
て
贫
困
の
廢
止
に
遵
く
も
の
で
ぁ
るV」

の
新 

學
說
を
附
加
し
た
。

而
も
特
に
マV

ク
ス
に
浓
つ
て
透
徹
明
快
に
披
搌
せ 

ら
れ
な
此
思
想
こ
を
は

®

に：社
會

主
義

M
想
の

極
.め
て 

®

®

な
る
®

張
^

看
做
さ
る
可
き
で
あ
る
。

(

終
り

)

f

1

號

七
A

®

理
財
擧
瘙
記
事

I
 

• 

I
-

 
.

 

•

 

r -
-

理

財

學

會

は

其

例

會

を

一

一

月

六

日

午

後

一

一

時

半

ょ

ぅ

；
ニ 

田
演
說
館
に
於
て
開
他
す
。
來
聽

.者

多

數

め

り

。
，キ

後 

四
時
半
閉
會
す
。
演
題
及
演
者
左
の
如
し
。

_
修

亚

派

社

會

生

義

に

就

て

 

金
放
賢
之
助
め 

間
會
後
萬
來
舍
に
於
て

.晚
發
龠
を
催
す
。
出
席
者
は
金 

原
"
伊
藤
兩
敎
授
並
に
五
十
風
、
和
田
，
溃
谷
、
奥
村 

小
林
，
牟
野
ノ
千
脇
等

.の
諸
幹
堪
な
ら

。

'
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十
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M
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阿
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學
究
的
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郞

m

誠

藤

秀

衣
松
圆
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力
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二K
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共

緻
編
輯
及
び
事
務
に
關
す
る
一
切
の
用
件
は
锻
行
所
宛 

鑤
營
業
に
關
す
る
用
仲
は
發
賣
元
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⑩
原
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切
期
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行
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